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　水戸市と重慶市の交流は、昭和60年、当時中日友好協会副会長の要職にあった孫平

化先生が水戸市を訪問されたことを契機として、その翌年５月に第１回水戸市中国行

政視察友好訪中団を派遣して以来、幾多の人的相互訪問を重ね相互信頼関係を築いて

きました。

　特に平成５年には、重慶市人民政府や重慶自然博物館、さらには中国国家文物局の

全面的な協力のもとに、水戸市が出展した「恐竜館」が多くの入場者を集め、第10回

全国都市緑化フェアの大成功に大きく寄与することとなりました。

　このように両市が交流を深める中、重慶市から友好交流提携の申し出が何度かあ

り、水戸市においても検討していた折、友好交流都市の提携に関する請願書が水戸市

日中友好協会より提出され、総務環境委員会、そして平成12年第１回臨時市議会にお

いて全会一致で採択され、これを受け３月定例議会に「都市提携について」の議案を

提出、同じく全会一致で可決されました。

　このような経緯を受けて、平成12年６月６日、重慶市友好交流都市調印使節団71名

が重慶市を訪問し、友好交流都市の提携、調印が行なわれました。

　友好交流都市を提携し、新しい関係を築いた両市は、市民訪問団の相互派遣や両市の

小学生の書画展覧会の開催など、友好都市の提携に向けて様々な交流を行っています。

　今回、第６回友好交流都市重慶市親善訪問及び中国文化・行政視察団員を募集した

ところ、市民７名の応募があり、市議会議員６名、市長そして職員３名を加えた、合

計17名からなる視察訪問団が結成されました。

　以下、今回の訪問団の視察の内容等について報告するものです。

はじめに
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　第６回友好交流都市重慶市親善訪問及び中国行政・文化視察団の団長として重慶市等を訪問し、

所期の目的を達して、団員総勢17名無事に帰水することができましたことは大変喜ばしく、団

員の皆様方や関係各位の御協力に深く感謝します。

　重慶市では、先進的な経済開発新区や重慶師範大学の視察、日本文化に強い関心・興味を持つ

大学生との交流などを通して、ますます発展する中国における地方都市の勢いを肌で感じました。

また、ともに世界遺産に指定されている、この世のものとは思えない幻想的な美しさを持つ「九

寨溝」と美しい森林、渓谷と、石灰岩が形造る独特の風景が印象的である「黄龍」、四川省の省

都である大都市・成都の視察など、素晴らしい思い出に残る滞在となりました。

　限られた時間の中で重慶市との友好親善を深めることができましたことは、重慶市人民代表大

会の王洪華副主任をはじめ、多くの重慶市民の皆様方の献身的な御尽力によるものでございます。

これまでに先人が培い、築き上げてきた両市の友情の絆が、いかに強く、素晴らしいものである

かを今回の訪問で深く実感いたしました。

　終わりに、こうした訪問の積み重ねが、団員の皆様を始め市民が主体となった国際交流の発展

と、両市の、より一層の友好親善の一助となりますことを祈念いたしまして、ごあいさつといた

します。

団長あいさつ

水戸市長　高橋　靖
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　平成23年度第６回友好交流都市重慶市親善訪問及び中国文化・行政視察団の副団長という大

役を仰せつかりましたが、団員の皆様方の御協力によりまして、無事役目を果たすことができま

した。心から感謝申し上げます。

　さて、重慶市とは、26年前、当時日中友好協会副会長であった孫平化氏が国交回復の記念植

樹を水戸市で行ったことをきっかけに交流が始まり、平成12年に両市の友好と発展を願って友

好交流都市となりました。それ以降、文化、教育、スポーツをはじめ、各分野にわたって広範な

交流を積極的に推進しているところです。

　今回の親善訪問では、重慶市をはじめ、成都市、黄龍風景区、九寨溝風景区などを訪問してま

いりましたが、重慶市人民代表大会の王副主任をはじめ、関係者の皆様方の心温まる歓迎を受け

ました重慶市人民政府への表敬訪問及び歓迎レセプションでは、それぞれの立場を超えての意見

交換を行うことができ、両市の親善交流を深めるために大いに意義あるものとなりました。

　また、重慶師範大学の日本語学科の学生との交流では、若い世代との交流を広げていくことが

これからの友好交流を深めていく上で、肝要と感じたほか、魅力と活力あふれるまちづくりのた

め、人づくり、教育の重要性を改めて認識いたしました。

　さらに、素晴らしい自然が非常に良い状態で残っている世界遺産の「黄龍」や「九寨溝」の視

察や四川省の省都である成都市の劉備玄徳を祀る武候祠の視察なども、大変素晴らしい思い出と

なりました。

　今回の親善訪問で重慶市と水戸市の友好交流都市としての絆を一層深めることができたものと

思っており、今後も、この親善訪問をはじめ、様々な交流活動が継続され、両市の友好親善が一

層進展することを念願しております。

　最後になりましたが、訪問団に御参加をいただきました市民の皆様、重慶市関係者の皆様、そ

して、当事業の推進に御尽力をいただきました関係各位に対しまして心から感謝を申し上げまし

て、御挨拶といたします。

副団長あいさつ

水戸市議会議長　渡辺　政明
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日　程　表

日次 月日(曜) 地　　　　　名 現地時間 交通機関 行　　　　　　　程

１
10月28日
(金)

水戸市役所発

東　京（成　田）着
東　京（成　田）発

上　海（浦　東）着
上　海（浦　東）発

重慶空港着

04:50

06:55
08:55

11:00
12:50

15:35

専用バス

CA158

専用バス

貸切バス利用、成田空港へ

中国国際航空利用、上海経由重慶へ

着後：ホテルへ移動
重慶市表敬訪問
歓迎レセプション

＜重慶泊＞

２
10月29日
(土)

重慶
専用バス

重慶師範大学訪問・交流
重慶市経済開発新区展示館視察
重慶市賃貸住宅管理局視察

＜重慶泊＞

３
10月30日
(日)

重慶北駅発

成都東駅着

12:53

14:53

専用バス

D5109

専用バス

三峡博物館見学
洪崖洞見学
重慶北駅へ移動

鉄道利用、成都へ移動

杜甫聖堂見学
寛窄巷子見学

＜成都泊＞

４
10月31日
(月)

成都空港発

九寨黄龍空港着

11:00

11:40

専用バス
CA4483

専用バス

成都空港へ移動
中国国際航空利用、九塞黄龍へ移動

黄龍視察
＜九寨溝泊＞

５
11月1日
(火)

九寨溝 専用車
(エコカー )

九寨溝視察

＜九寨溝泊＞

６
11月2日
(水)

九寨黄龍空港発

成都空港着

14:05

15:00

専用バス
CA4482

専用バス

九寨黄龍空港へ移動
中国国際航空利用、成都へ移動

武候祠見学
＜成都泊＞

７
11月3日
（木）

成都空港発

北京空港着
北京空港発

東京（成田）着
東京（成田）発

水戸市役所着

13:30

16:40
17:05

21:15
22:05

23:45

専用バス
CA421

専用バス

成都空港へ移動
中国国際航空利用、北京経由成田へ

水戸市役所へ



重慶

九寨溝

黄龍

成都 上海上海

大連大連
北京

水戸水戸

日本

大韓民国大韓民国

朝鮮民主主義
人民共和国
朝鮮民主主義
人民共和国

台湾

海南島

南シナ海

中華人民共和国

【経路図】

【宿 泊 先】
10/28・29 重慶
重慶海逸酒店（HARBOUR PLAZA CHONGQING）
重慶市渝中区五一路  TEL +86-23-63700888
10/30 成都
成都明悦大酒店（MINGYUE HOTEL CHENGDU）
成都市高新区永豊路55号  TEL +86-28-87688888
10/31・11/1 九寨溝
九寨溝喜来登国際大酒店（SHERATON JIUZHAIGOU RESORT）
四川省九寨溝風景区  TEL +86-837-7739988
11/2 成都 
岷山飯店（MINSHAN HOTEL）
四川省成都市人民南路2段55号  TEL +86-28-85583333
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（順不同、敬称略）

［市民参加者］

 大内　義次
 菊池　誠
 嶌　健
 高阿田　啓寿
 高橋　明子
 久野　万智子
 久野　千鶴

［水戸市議会関係］

〇 渡辺　政明 水戸市議会議長
 田口　文明 水戸市議会議員
 内藤　丈男 水戸市議会議員
 五十嵐　博 水戸市議会議員
 高倉　富士男 水戸市議会議員
 小川　勝夫 水戸市議会議員
 鈴木　秀樹 議会事務局総務課長

［水戸市］

◎ 高橋　靖 水戸市長

［水戸市国際交流協会］

 王　偉亜
 野原　準子

　　◎ : 団長　　〇 : 副団長

団員名簿



めざましい発展を遂げる重慶市の街並み：林立する高層住宅

行動の記録
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  4:50 水戸市役所出発（専用バス）
  6:55 成田空港着
  8:55 成田空港発（CA158便）
11:00 上海（浦東空港）着
12:50 上海（浦東空港）発（CA158便）
15:35 重慶空港着
16:10 重慶空港発（専用バス）
16:50 ホテル着（重慶海逸酒店）
17:30 ホテル発（専用バス）
18:00～19:05 表敬訪問
19:10～20:15 歓迎レセプション
20:35 ホテル着

　夜明け前の暗く肌寒い中、全員が定刻前に集合し、予定より10分早く水戸市役所を出発した。車
内では団長の高橋市長、副団長の渡辺議長からそれぞれ親善訪問団としての心構えを踏まえたあい
さつがあり、団員の意識も高まった。その後JTB添乗員松井さんから、出国及び中国での入国手続
きについて説明を受けた。きれいな朝日が上り始めたころ潮来市の「道の駅」にて15分休憩したの
ち、予定通り成田空港に到着した。
　一番早い便のせいか、空港内では混雑することもなく、スムーズに出国手続きをすることができ
た。機内で、上海を経由し重慶まで搭乗する乗客に対して判別シールが配布された。上海空港には
予定通りに到着し、上海空港にて入国手続きを済ませた。上海から再び同じ飛行機同じ座席に乗り、
重慶へ。上海行きとは異なり空席が多かったので、機内はゆとりがあり、快適だった。
　ようやく重慶空港に到着。荷物もスムーズに受取ることができた。重慶市外事僑務弁公室の職員
の出迎えを受け、専用バスに乗って宿泊先のホテルへ向かった。片側４車線もある重慶市内の道路
には、たくさんの車が列をなし渋滞しており、ホテルへ到着するのに時間がかかり、チェックイン
から表敬訪問のための準備（着替えなど）は慌ただしいものとなった。
　全員が装いを新たに集合し、表敬訪問へ。広く立派で豪華な会場にて、重慶市の熱烈歓迎を受け、
高橋水戸市長と王洪華重慶市人民代表大会副主任が会談を行った。3年ぶりに実現した会談では、
和やかな雰囲気の中、両市の友好親善の継続と発展を確認した。記念品贈呈後の歓迎レセプション
では、重慶でしか獲れない魚料理をはじめとする珍しい重慶料理が用意され、料理でも熱烈歓迎を
受けた感があった。
　早朝集合、長い移動、公式行事と続き、団員には少し疲れが見えたが、無事初日を終えた。

10月28日金
水戸市→重慶市（上海経由）1日目

記念品贈呈

歓迎レセプション
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  9:00 ホテル出発（専用バス）
10:10～15:10 重慶師範大学訪問
 大学内の見学、会談
 昼食（日本語学科の学生と一緒に）
  学生と交流（グループを組み、学内

を自由散策）
16:10～16:40 重慶経済開発新区展示館視察
17:00～17:25 重慶市賃貸住宅管理局視察
18:30 夕食
20:10～20:20 重慶の夜景観賞
20:55 ホテル着（重慶海逸酒店）

　「霧の都」の別名のとおり、重慶で迎えた朝はどんよりと曇っていた。
　重慶師範大学の訪問では、大学の卒業生たちの出資によって建設された会館や、マイクを使用し
なくても全体に響き渡るように設計された音楽ホール、７階建ての図書館を見学。学内には大きな
湖や広い公園があり、学生たちがまるでひとつの「街」のようなキャンパスで勉学に励めるという
環境をとても素晴らしいと感じた。その後は日本語学科の学生も加わり、交流会が行われた。交流
会では、市長の計らいで全ての団員に発言の機会が与えられ、それぞれが質問や感想を述べること
ができた。学生と団員が一緒に学内の食堂でバイキング形式の昼食をとった後、さらに多くの日本
語学部の学生が待つ交流サロンへ移動。日本語の教材や雑誌、マンガなどがたくさん並んでおり、
ここで熱心に日本語の勉強に励んでいる様子がうかがえた。霧の都重慶ではとても珍しい晴天となっ
たころ、団員ひとりと数名の学生が班を組み、グループ交流が行われた。学内の散策、卓球、コーヒー
をいっしょに飲む、連絡先を交換するなど、団員と学生が近い距離で、また自由な形で交流できた
ことはとても有意義だった。
　重慶経済開発新区展示館の視察では、めざましく発展する重慶の実情を知ることができた。壮大
な計画に驚くと同時に、発展しつづける中国の力を感じた。
　重慶市内をバスで移動していると、たくさんの高層マンションが建設されていることに気づかな
いはずがなく、重慶の住宅事情を知るため、重慶市賃貸住宅管理局を視察した。ここでは重慶で生
活する低所得者用の賃貸住宅事情について、モデルルームなどを見学しながら説明を受けた。
　夕食後は、重慶の夜景を鑑賞。広い公園で毎日行われているというイルミネーションで彩られた
噴水ショーを楽しむ多くの重慶市民の様子を見ながらホテルへと戻った。重慶の夜はとても活気に
あふれていた。

10月29日土
重慶市2日目

重慶師範大学キャンパス

住宅管理局
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  9:00 ホテル出発（専用バス）
  9:05～  9:25 三峡博物館見学
10:10～11:00 洪崖洞見学
11:25～12:25 昼食（火鍋）
12:53 重慶北駅出発（高速鉄道）
14:53 成都東駅着
16:05～16:40 杜甫草堂見学
16:55～17:30 寛

かんさく

窄巷
こう

子
し

見学
17:50～19:10 夕食（広東料理）
19:30 ホテル着（成都明悦大酒店）

　重慶市３日目、グレーの空と小雨が降る朝を迎えた。ホテルを出発する頃には雨は上がっていたが、
前日の晴れ空はやはり貴重だったのかと改めて感じながら三峡博物館へ向かった。三峡ダム建設に
よる文化財保護の成果や出土品が展示され、歴史や文化なども紹介しているメインブースは工事中
のため見学することができず、団員からは少しがっかりとの声もあったが、2300年余り前の巴人の
生活をしのばせる工芸品や船棺などの展示をとおして重慶の歴史を学んだ。
　名物である火鍋を重慶で食べる最後の食事とし、成都へ移動するため重慶北駅へ。（ここで成都か
らの現地ガイドと合流。）重慶市外事僑務弁公室の先導で、我々のバスも重慶北駅のホームに直接乗
り入れ、混雑する一般の改札を通ることなく乗車することができた。日本では考えられないが、バ
スの駅のホームに直接入るということに、全員が驚いた。
　成都では、杜甫草堂（４年間成都で暮らし、多くの作品を残した杜甫を記念した公園）と寛窄巷子（成
都の古い建物に飲食店などが入った路地）を見学。雨が降り出し、日が暮れたようにあたりは真っ
暗になったため、寛窄巷子では自由見学をやめ集団行動とした。
　夕食は広東料理だった。舌が痺れるほどの辛い四川料理が続いていたので、辛くない広東料理は
好評だった。

10月30日日
重慶市→成都市3日

目

人民大礼堂前にて

重慶名物『火鍋』
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  9:05 ホテル出発（専用バス）
  9:40 成都空港着
11:00 成都空港発（CA4483）
11:40 九寨黄龍空港着
13:45～16:00 黄龍視察
18:50  ホテル着（シェラトン九寨溝リゾー

トホテル）
19:00～20:10 ホテルにて夕食（キノコ鍋）

　現地ガイドの話によると、前日は雪が降ったという黄龍。それぞれ防寒対策をして、時間どおり
に集合、出発した。（JTB添乗員松井さんから高山病対策に効果があるとのことで、飴が配られた。）
　標高約3500mに位置する九寨黄龍空港への飛行機は、天候により予定通りのフライトとなること
が珍しいとのことだったが、天気に恵まれ、予定通りに九寨黄龍空港へ到着することができた。こ
れまでの重慶や成都とは違い、寒く空気が薄いことを飛行機を降りた途端に感じた。
　降機から荷物の受け取りは、「決して走らず、焦らず、ゆっくりと自分のペースで」ということで、
各自のペースで行った後、全員が専用バスに乗車し黄龍へ向かった。
　途中で酸素缶（40元）を購入。標高が上がっていくにつれ酸素缶を使用する団員も多くなっていっ
た。
　この日で一番標高の高い地点（4100m）で一旦降車。写真を撮るなどして、標高4100mを体験。
　バスは山道を進み、ようやく黄龍に到着。天気にも恵まれ、現地ガイドを先頭に無事黄龍の視察
を終えることができた。普段は雲がかかっていて頂上が見られることはほとんどないという岷山
（5588m）もきれいに見えた位本当に良い天気で、それほど寒さも厳しくなく、絶好の景色を楽し
むことができたと思う。

10月31日月
成都市→九寨溝（黄龍）4日

目

多彩な水の色が美しい黄龍の湖沼

入口でも標高は3000メートル超
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  8:30 ホテル出発（エコバス）
  8:40～15:35 九寨溝視察
 昼食（中華バイキング）
15:50 ホテル着
17:50～18:30 夕食（地元料理） 
19:30～21:00 チベットショー鑑賞（希望者のみ）

　昨日の疲れが多少残るものの、元気な姿で朝食をとり、九寨溝へと出発した。九寨溝へは大きな
バスでは進入できないため、専用の中型バス（エコカー）で移動した。
　観光ポイントで降車・観光、次の観光ポイントまではエコカーで移動という流れで九寨溝の絶景
を楽しんだ。九寨溝唯一のレストランで昼食（中華バイキング）を取った。午後３時を過ぎると風
も冷たくなり寒さが増し、降車して写真を撮ったり、車窓から観賞したりしながら、九寨溝の美し
い景色を楽しむことができた。
　ホテルに戻ってから夕食までは自由行動とし、部屋でゆっくり休んだり、ホテルのまわりを散策
したりするなどそれぞれの時間を過ごした。
　夕食後、希望者はチベット民族の若者たちが演じるショーを鑑賞。チベット民族特有の歌や踊り、
衣装の紹介などを交えた演劇は、チベット民族の生活も知ることができ、活気があってよかったと
好評だった。

11月1日火
九寨溝5日

目

底が見通せる澄んだ水に映る山の水鏡

九寨溝入口にて
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  9:00 ホテル出発
10:35～11:30 川主寺西部地鉱ショッピングセンター
11:30～12:25 昼食
12:50 九寨黄龍空港着
14:05 九寨溝発（CA4482）
15:00 成都空港着
16:00～17:25 武

ぶ

候
こう

祠
し

見学
18:00～19:15 夕食
19:50 ホテル着（岷山飯店）
20:00～21:30 川

せんげき

劇観賞（希望者のみ）

　黄龍、九寨溝と標高が高いところで過ごした2日間の疲れも見せず、全員が集合時間前にチェッ
クアウトを済ませ、予定通り出発した。
　九寨黄龍空港到着前に天珠（チベット民族がお守りとして身につけているらしい天然石）の店に
立ち寄り、となりの店舗で昼食をとった。ちょうどチベット民族の結婚披露宴があり、中国特有の
お祝いである激しい爆竹を見たり新郎新婦と写真を撮ったりすることができ、思いがけず良い体験
ができた。
　空港では荷物の検査が厳しく、かなり時間がかかった。天候に左右されやすい九寨黄龍空港発着
の飛行機だが、この日も予定通りのフライトとなり、成都着後の観光スケジュールに影響せずに済
んだ。
　三国志ファンが楽しみにしていた武候祠では、日本語が流暢な武候祠案内人が熱心に説明。団員
も諸葛孔明のお墓や、映画の撮影でよく使われる竹並木などに感激し、武候祠見学に夢中になって
いた。
　各都市の訪問・視察を無事終えることができたとして、団長と副団長からあいさつがあり、全員
で乾杯をして夕食となった。
　夕食後、希望者は川劇を観賞した。

11月2日水
九寨溝→成都市6日

目

武侯祠にて

観客の目を惹きつけて離さない川劇

川劇とは
　川劇は中国伝統芸能・歌劇の一つで、四川省発祥の古典演劇。川劇の特色は、「変

へんれん

瞼=（変面）」
と呼ばれる技で、役者が顔に手を当てる瞬間に顔面が次々と変わるというものである。この
技法は一子相伝で門外不出であり、中国では国家秘密として守られている。



－ 14 －

  9:05 ホテル出発（専用バス）
11:35 成都空港着
13:30 成都空港発（CA421）
16:40 北京空港着
17:05 北京空港発
21:15 成田空港着
22:05 成田空港発（専用バス）
23:45 水戸市役所前着・解散 

　前日までの寒い九寨溝とは一変、成都の朝は少し蒸し暑いくらいだった。全員が集合時間前に
チェックアウトを済ませ、予定通り出発した。お土産などを購入できる店を経由し、予定どおりに
成都空港に到着した。
　全員が出国手続きを済ませ、搭乗。30分ほど遅れたフライトとなった。北京空港到着後、荷物検
査を済ませ再び同じ飛行機に乗り、一路成田へ。座席は多少余裕があったので、ゆっくり座ること
ができた。成田空港到着後は入国審査及び税関審査、荷物の受け取りもスムーズに行えた。水戸ま
での帰路では団長・副団長からそれぞれ団員へ感謝のあいさつがあり、全員が無事帰水した。

11月3日木
成都市→水戸市7日目

中国から日本へ（成都空港にて）

水戸市役所に到着



重慶市政府への表敬訪問：高橋水戸市長と王重慶市人民代表大会副主任

公式行事の記録
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【重慶市人民政府への表敬訪問】
日　時／ 10月28日（金）18：00～19：00
会　場／重慶市人民政府外事僑務弁公室ビル１階
出席者／水戸市：高橋　靖（市長・団長）
　　　　　　　　渡辺　政明（市議会議長・副団長）ほか
　　　　重慶市：王　洪華（重慶市人民代表大会副主任）
　　　　　　　　張　良皓（重慶市人民代表大会副秘書長）
　　　　　　　　白　庭学（重慶市人民代表大会対外交流委員会副主任）
　　　　　　　　肖　建国（重慶師範大学副校長）

（王副主任）
　まずは高橋靖市長をはじめとする水戸市の訪問団の皆様のご来訪を熱烈歓迎いたします。水戸市
は重慶市の古き良き友達です。1980年代から始まった友好関係が数十年続いており、その友好関
係はますます深く濃いものとなり、両市の市民レベルの相互訪問もずっと続いております。この相
互訪問により、両市の関係と絆は強いものとなりました。行政面の交流だけでなく、教育面の交流
も行われております。本日は重慶師範大学の肖建国副校長も出席しております。教育面のみならず、
文化交流として、例えば10年前に行われた両市の代表がペアを組み参加した卓球大会なども盛ん
に行われていることを大変嬉しく思います。また、水戸市には「重慶広場」と名付けられた広場が
あるということを本当に嬉しく思っております。こうした広い分野にわたっての交流が両市の友情
を深めていると確信しています。
　水戸市長ならびに水戸市議会議長が、今年重慶にいらしてくれたことにとても感動しております。
といいますのは、今年の３月11日に発生した東日本大震災が、水戸市にも大きな困難と被害をも
たらしたという厳しい状況下でも、我が市を訪問してくださったことは大変うれしく、感動してお
ります。日本は地震の多い国だということはもちろん知ってはいますが、今年の地震は特別です。
中国でも2008年に大きな地震が発生しました。あの時、水戸市から義援金などたくさんの励まし
をいただきましてありがとうございました。今回の東日本大震災では、重慶市の一般市民もとても
水戸市を心配しまして、重慶市を代表して市長が日本総領事館に出向き、ねぎらいの意を述べさせ
ていただきました。この大きな地震・災害でありながら、日本の国民のみなさんが冷静に対応しな
がら困難を乗り越えていく姿に、本当に感動するとともに敬服しております。
　ここで、本日の出席者を紹介いたします。私は重慶市人民代表大会の（水戸市の渡辺議長様と同
じく）議会の者ですが、同じく議会から張良皓人民代表大会副秘書長、人民代表大会外事担当の白
庭学氏、外事僑務弁公室の張海清氏、重慶師範大学副校長の肖建国氏です。我々が重慶市政府およ
び議会を代表して、高橋水戸市長、渡辺水戸市議会議長をはじめとする水戸市の皆様の来訪を心よ
り歓迎いたします。今回、水戸市の皆様といろいろな方面にわたり交流が行われるわけですが、今
回の訪問により、両市の友情と相互理解が深まり、文化・経済交流がより発展することを期待いた
します。

（高橋市長）
　ありがとうございます。私は水戸市長として今回の訪問団団長を務めさせていただいております。
はじめに、今回の訪問団の紹介をさせていただきます。渡辺政明水戸市議会議長、田口文明市議会
議員、内藤丈男市議会議員、五十嵐博市議会議員、高倉富士男市議会議員、小川勝夫市議会議員、
そして水戸市民の代表団です。本日は王洪華副主任をはじめ重慶市民の皆様方に、大変素晴らしい

表敬訪問
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歓迎をしてくださったことを嬉しく思っております。先ほど王副主任からお話があったとおり、水
戸市と重慶市は1985年に当時の中日友好協会の副会長である孫平化氏が水戸市を来訪されたこと
をきっかけに、両市が訪問団を結成し、相互訪問するなど様々な交流があり、両市の交流が始まり
ました。1993年水戸市で全国都市緑化フェアが開催された際には、重慶市から恐竜の化石をお借
りして出展した「恐竜館」は大変人気があり、この緑化フェアが成功した一番の力となりました。
これを契機に相互交流が深まり、西暦2000年を記念し、両市の友好交流都市締結の機運が高まっ
たわけです。その2000年には71名の友好交流都市調印訪問団が来訪しましたが、実はその時に私
も訪問団の一人として重慶市を訪ねさせていただきました。そのほか、こどもたちの絵画や書を通
しての友好交流展示会や、水戸市市制施行120周年を記念して開催したシンポジウムでは、貴市か
らもご参加をいただき、これからの国際交流についてのあり方について意見交換がなされるなど、
これまで大変有意義な交流をさせていただいております。大変感謝しております。
　私は11年前に重慶を来訪しましたが、当時と比べると、発展目覚ましいことに本当に驚きまし
た。テレビなどを通して中国の経済成長を映像では目にしていましたが、今日、改めてその勢いを
目の当たりにして驚いています。発展していくということを隣国の国民として、大変嬉しく思いま
す。残念ながら日本は「失われた20年」と言って、ずっと景気が低迷している状況です。これから、
経済発展目覚ましい中国と経済分野あるいは教育・文化などの交流を更に深めていくことによって
水戸市、そして日本全体の経済が良くなるような、中国との関係を築き上げていくことが今後の日
本の経済発展のポイントとなってくるのではないかと思っております。こうした経済発展がある一
方で、中国の皆さんが自国の歴史や文化、自然環境というものを大切にし、また、誇りに思ってい
るということは大変素晴らしいことだと思っております。明日からの重慶市、成都市、黄龍・九寨
溝への訪問を通して中国の文化に触れさせていただき、そこで目にするものをこれからの水戸市の
街づくりにしっかりと役立てていきたいと思っております。
　先ほど王副主任からお話があったとおり、水戸市は３月11日の大震災で大きな被害を受けまし
た。市民が将来に希望を失ってしまうような本当に大きな災害でした。しかし今、市民が一丸となっ
て、復旧・復興へ一歩一歩、歩を進めているところです。まだまだ震災の爪後が残っているところ
ではありますが、これから市民が一丸となって頑張って、水戸市の再生と新しい街づくりに向けて
頑張っていきたいと思っています。震災の際には本当にご心配をいただきまして、ありがとうござ
いました。これからも、重慶市の皆様には水戸市の発展を見守っていただけたらと思っております。
　来年は、日中国交正常化40周年となります。30周年目同様、重慶市と水戸市の中学生が同じチー
ムとなって参加する卓球大会が開催される予定でいます。水戸市も最もレベルの高い中学生選手を
選抜し、重慶市の中学生とチームを組ませていただきたいと思っております。卓球王国である中国
の卓球を体験することは、子どもたちにとっても大変よい刺激になるのではないかと思っておりま
す。優勝を目指して頑張っていきたいと思っています。こうした教育や経済をはじめとして、様々
な分野にわたる交流を深めていきたいと考えておりますので、これからもよろしくお願いいたしま
す。最後になりますが、王副主任をはじめ重慶市のみなさまのご多幸と、ご発展をお祈りいたしま
す。本日は本当にありがとうございました。

（王副主任）
　高橋市長は2000年に重慶にいらしたとのことでしたが、今回で２回目ということですか?

（高橋市長）
　はい、そうです。
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（王副主任）
　今回の訪問団の中でほかに重慶に来られた方はいますか?

（高橋市長）
　渡辺議長は３回目です。田口議員は友好交流都市締結前から、もう何度も来ています。内藤議員
は４回目です。もうほとんど重慶市民です。

（王副主任）
　高橋市長、渡辺議長をはじめ皆様の来訪を心より歓迎しております。中国では「初めて（この土
地に）来るのは来たことがないから、２回目はこの土地の印象が良かったら、３回目はこの土地が
好きだから、４回目となれば本当の友達」と言われています。ですので、高橋市長や渡辺議長をは
じめとする皆様が、２回、３回、４回と重慶にいらしてくださっていることを本当に嬉しく思って
おります。ありがとうございます。

（高橋市長）
　これからも長く交流を続けさせていただきたいと
思っておりますので、私もまた何度も（重慶市に）
来たいと思っております。

（王副主任）
　是非、いらしてください。いつでも歓迎いたしま
す。

（高橋市長）
　市民代表として参加している方にも、重慶が大好きで何回も（重慶市訪問団に）参加している方
がいます。大内さんは４回目です。ほかの方も何度か中国を訪れたことがあるメンバーばかりです。

（王副主任）
　先ほど市長がおっしゃったように、重慶市は文化・歴史を大事にしています。書物に記されてい
るものによると、3,000年の歴史があると書かれていますが、三峡地域で初めて確認される最古の
人類は205万年前で、化石や遺跡もあり、すごく長い歴史と文化を持っています。1993年に恐竜
の化石を通しての（両市の）交流がありましたが、現在、新たに大きな自然博物館を建設中です。
　この地は古代、「巴国」と呼ばれていました。「重慶」という名前が付けられたのは821年前でし
た。そして、都市が発達して正式な市になったのは82年前の1929年です。人口も、重慶市になっ
た当時は、数百万人だったのですが、1983年から重慶市は改革を行い、政令指定都市になり、人
口も1,500万人となって、また1997年には直轄市となり、現在は人口が3,200万人となりました。
　（重慶市が）直轄市となったときには、すごく大きな困難がありました。まずは、重慶市には都
市といえども多くの農村があり、大都市といいながら市内に多くの農村部を抱えていました。また、
山が多いため、交通は疎遠になります。三峡ダムに移民が100万人ほどいることによって、経済発
展をする上で大きな困難にぶつかっています。1997年から10数年経ちましたが、重慶市は多くの
困難を速いスピードで乗り越えてきました。私たちが（経済発展を遂げる上で）重視しているのは、
単に速いスピードだけではなく、速いスピードで発展するとともに、市長もおっしゃっていました

表敬訪問
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ように、歴史や文化、環境などいろいろな分野とともに発展していかなければならないと考えてお
ります。重慶市は経済面の発展だけではなく、総合的な発展を目標とし、5つのスローガンを掲げ
ています。ここで5つのスローガンを紹介したいと思います。まずは、「住みやすい重慶」で、本
当に住民が気持ちよく住める都市を作りたいと考えています。次に、緑がある都市「森林重慶」を
作ることを目指しています。もう一つは、スムーズで渋滞のない交通環境を整備する「交通重慶」、
そして「平安重慶」は、都市が発展するためには安全で平安でなければならないという意味です。
もう一つは「健康重慶」、重慶市の市民が健康でいられるように、という5つの目標を掲げて頑張っ
ていきたいと思います。
　発展の過程ではさまざまな問題や困難が発生するのは、世界のどこでも同じだと思います。発展
すれば多くの人々が満足する一方で、「差」も生じます。「貧富の差」、「程度の差」、「成果の差」と
いう３つの差を縮めることを目標としてやっていきたいと思います。
　重慶市が発展していく中で、経済をグローバル化させていくために、都市が内陸部に位置する重
慶市であっても、外国と協力しながら発展していかなければなりません。「重慶は内陸部で海から
は遠いけれど、世界に向けて発展していかなければならない」という方針を中央政府から指示され、
重慶市で「両江新区」という新しい国レベルの経済開発区が設置されました。「両江新区」の「両
江」とは重慶市を流れる2つの川（長江と嘉凌江）から名づけられまして、両江新区は深圳開発区、
上海の浦東開発区、天津の浜海開発区に次ぎ、国の戦略としては重要な位置をしている開発区です。
経済発展をしている国としては、日本をはじめ海外と協力して互いに発展していかなければならな
いと考えています。
　古い友達がいらしてくれたので、話したいことがたくさんあり、話が長くなりましてすみません
でした。重慶市は今、都市化、国際化が始まったばかりで、みなさんにいろいろと紹介したいとこ
ろや知ってもらいたいところがございます。そしてみなさんは重慶市のあと、九寨溝に行くと伺い
ました。九寨溝はとても景色が素敵で、素晴らしいところです。また、重慶市にも同じように景色
の素敵なところがあります。重慶市には何回もいらした方が多いとのことですが、まだ全部はご覧
になっていないと思いますので、短い滞在にはなると思いますが、いろいろと見て、体験していた
だければと思います。

（高橋市長）
　ありがとうございます。今日、空港から降りて、バスでずっと高速道路を走ってきました。バス
の中で、みんなでこのような話をしてきました。「高速道路の両端に木がきれいに植えられていて、
植栽の工事も行われていて、すごいところだ。」とバスの中で話しながらこちらへ来ました。現在、
日本は景気が非常に低迷していて、各行政体においては財政状況が厳しいために、道路の維持管理
費を出すのが大変厳しくなっています。そのような中で、先ほどもお話しましたが素晴らしい植栽
工事が出てきている重慶市の様子を見て、「これは勢いがある。」ということなどを言いながら見て
いたのですけど、やはりその背景には森林都市、緑を大切に環境保全していこうという気持ちがと
てもよく表れていると感じました。
　水戸市も歴史と文化、自然景観に恵まれているところで、それらは市民全体で大切にしています。
水戸の中心部から、すぐ近くのところに偕楽園公園というのがありまして、偕楽園公園はニューヨー
クのセントラル・パークに次ぐ、世界第２位の広さ・面積を持つ都市公園になっています。その一
角に千波公園があって、その中に先ほどお話した重慶広場があって市民の憩いの広場としてみんな
に親しまれています。その自然景観を大切にしながら、これから重慶市を見習って緑豊かな水戸市
を作っていこうと思っています。
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　中国は先ほどから話にでているように大変歴史が深いということで、たくさんの世界遺産がある
ということを聞いています。今回の視察でも、何点かの世界遺産を見させていただくのですが、水
戸市も今、世界遺産登録を目指して頑張っているところが一つあります。
　水戸市は古くから学問の府、文教都市と言われていて、今から170～180年前の江戸時代から、
識字率、つまり文章を読んだり、あるいはものを書いたりする率が、世界中で見ても非常に高かっ
たといわれています。その原動力となったのが、水戸市にある弘道館という藩校です。弘道館では
多くの武士が学問を学び、そこから日本全国に学問が広まったと言われているくらい教育が非常に
進んでいたということから、このような「教育」を一つの柱として、世界遺産登録を目指そうとい
うことで、今、市民が一丸となって頑張っているところです。
　水戸市にとってこのような教育は本当に誇りでありますから、水戸市もずっと学問の府と言われ
るように、これから人材育成をしっかりしていかなければならないと思っています。水戸市らしい
教育というものを充実させながら、これから国内外で活躍できるような人材育成に私たちも努めて
いかなければならない、そして、そういう人材を輩出していくことが、これからずっと水戸市が学
問の府と言われ続けるために大事であると思っています。
　一方で、水戸市は観光都市を目指していまして、先ほど言った弘道館と同時に、偕楽園というた
くさんの梅の木が植えられている公園があります。偕楽園は毎年２～３月にかけて梅祭りでたいへ
んにぎわってくるのですが、地震の関係で今年は開催途中で梅まつりが終わってしまった関係で、
観光客も激減してしまいました。これからこの地震を何とか乗り越えて水戸市は安心・安全だとい
うことを大勢の人にPRをして、水戸市に来ていただけるように観光戦略をしっかりと行っていき
たいと思っています。昨年、茨城空港が水戸市の近郊にできまして、上海と週５便結ばれ、中国が
大変近くなりました。ぜひ、重慶・上海・茨城と交流を重ねて、重慶市の皆様方にも水戸市にたく
さん来ていただければありがたいなと思っています。
　今日は市議会からもたくさんの議員が来ています。せっかくの機会なので渡辺議長からも王副主
任さんにお礼のご挨拶もかねて、水戸市をPRしていただければと思っています。

（渡辺議長）
　你

ニィ・ハオ

好。（王副主任：座ってください）失礼致します。ただいまご紹介をいただきました水戸市議
会の議長を務めております渡辺でございます。今宵、この重慶市の歓迎会にあたりまして水戸市の
中の議員さんの中でも中国が大好き、重慶市が大好きという議員さんが今日、６名こちらにおじゃ
ましております。
　それでは、代表して一言だけごあいさつさせていただきたいと思います。本日、今宵、このよう
な格式ある式場でこのように本当に厳粛な中でのこのセレモニーを開催していただいたことに関し
まして、まずは心から感謝・御礼を申し上げたいと思います。
　こちらの絵、秋の三峡、長江の絵かと思いますが、この自然の雄大な絵を見て、実は前にここを
通ったこと、そして川下りをしたことを思い出しました。そして、再びこの雄大なこの絵を見なが
ら、実は明日、学生たちとの交流ということで重慶師範大学にお邪魔するのですけど、私が以前来
たときには四川大学のお嬢さんたちと交流いたしました。そのときに、そのお嬢さんたちの目がき
らきら輝いていたということが非常に強く印象に残っております。そういう素晴らしい若い青年達
がいるということと、先ほど王副主任にお話いただきました、重慶市には長い歴史があり、200万
年前から現在に至っているという話を聞きながら、さきほどうちの高橋市長がお話したように、飛
行場から中心地区に来る間のいわゆる重慶市の都市景観整備というものが、私が来た７年前から見
て一気に変化・発展をしている、それにも大きな驚きを持ちました。
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　「三国志」のふるさとであるいわゆる成都、長江の流域、これらはまさしく中国の歴史遺産であっ
て世界遺産、そういうふうに私は感じています。そして、そのような歴史遺産と、先ほどお話しし
ました若い青年達の目の輝きがこの街づくりには非常に大切なのかなと私は感じました。そこで、
重慶市の方々が歴史遺産を大切にしようという気持ちと、そこに住む若い人のパワー、それについ
て感じたことを短くまとめた言葉を皆さんに送りたいと思います。
　「魅力のある町は優秀な人材を育てます。そして、その優秀な人材がさらに活力がある町を築い
ていく」ということを、重慶市を見てさらに強く感じました。
　そのようなことを思いながら、明日、重慶師範大学のほうにお邪魔いたしまして、またあらたな
出会いと交流を探したいと思っています。長くなって申し訳ありませんでしたが、王副主任さんを
はじめ関係者の方々の真心こもった接待に心から感謝申し上げ、重慶市のご発展、また重慶市民さ
んの幸多からんことを心からお祈り申し上げまして、私のほうのご挨拶とさせて頂きます。どうも
ありがとうございます。謝

シェー・シェー

謝。

（王副主任）
ありがとうございます。

記念品贈呈

【表敬訪問後、懇親会にて高橋市長からお礼のあいさつ】

（高橋市長）
　本日はこのような盛大な歓迎をしていただき、王副主任をはじめ重慶市の皆様にあらためて感謝
申し上げます。明日から６日間ありますけれども、しっかりと中国文化を勉強して、中国の人たち
との触れ合いを大切にして、交流を深めていきたいと思います。
　これから水戸市と重慶市がますます交流が深まり、そのことがアジア・世界の平和と繁栄につな
がり、両国の発展に結び付けばと願っています。
　あらためまして、王副主任様をはじめ、重慶市の皆様のご健勝をお祈り申し上げ、重慶市のます
ますの発展をお祈り申し上げて、御礼の挨拶にかえさせていただきます。

表敬訪問後の懇親会
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【重慶師範大学訪問歓迎会】　＊抜粋
日　時／ 10月29日（土）11：10～12：30
会　場／重慶師範大学 総合弁公楼 3階
代表者／水戸市：高橋　靖（市長・団長）
　　　　　　　　渡辺　政明（市議会議長・副団長）ほか
　　　　大学　：周　 （校長）
　　　　　　　　肖　建国（副校長）
　　　　　　　　雷　勇（国際協力・交流部　部長）
　　　　　　　　 　 友（外国語学院　院長）ほか

（肖建国副校長）
　あらためまして皆様のご来校、心から歓迎いたします。
　ここで簡単ではありますが学校の紹介をさせて頂きます。
　重慶師範大学は1954年に設立されました。それは中国成立後、最初に建設された師範高等学校
の一つです。重慶師範大学は現在、３つの学校区で構成されています。総面積は187haとなって
おります。現在、本科生の人数は24,000人となっております。大学院生の在籍人数は約3,000人
です。そこでは大学院生教育、本科生教育、社会人教育の３つの教育を行っています。重慶師範大
学は52の学部コースを持っております。大学院は17の修士学位コースがあります。ほかにも上級
クラスには、重点研究クラスもあります。そのほか10数個の「重点機構」があります。「重点機構」
とは日本の “COE” *にあたるものだと思います。（* “COE” …国際的に卓越した教育研究拠点形成
のための重点支援）大学院生教育と本科生教育は以下の分類ができます。数学、物理学、化学、生
物学、経済学、管理学、パソコン・電子科学、観光学、また教育学に関する様々な学科として教育
学は高等教育、児童教育、養護教育、つまり幼稚園から大学の先生の育成は一貫となっています。
　その他に、国際協力・国際交流も重視しております。グローバル化の時代においては、教育の国
際化というのも重要であり、現在20か所以上の国の教育機構と協定関係を結んでおります。その
中には日本も入っています。一方で、ルワンダ、インドネシア、スリランカにも孔子学院を建設し
ています。孔子学院とは、中国が海外の大学などの教育機関と連携し、中国語・中国文化の教育普
及と友好交流を目的に設立した教育機関です。
　今回の皆さんのように私たちは毎月、いろいろな国からお客様をお迎えしています。そのような
国際交流がお互いの相互理解につながることと思います。
　今、重慶師範大学自身が重視しているのは、よりよい人材の育成と学校の教育レベルを高めるこ
とです。各地からお越しくださるお客様はいろいろな経験や意見をお持ちですから、皆様もこの学
校を見学されて、もしご指導・アドバイスがあればぜひお聞かせください。

（高橋市長）
　本日は肖副校長をはじめといたしまして、重慶師範大学関係者の皆様方に歓迎をいただきました
ことに厚く御礼を申し上げます。
　肖副校長さんから学校の運営に関していろいろな理念をお話しいただきまして、教育先進国であ
る中国といわれるように非常に素晴らしい教育が進んでいることをあらためて実感させられました。
　水戸市は「学問の府」、「文教都市」といわれているくらい、非常に教育に熱心な市です。その特
性を活かして優秀な人材を多く輩出していくことによって、これから先どんどん新しい歴史をつく

交流会
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り、また、教育の都市、学問都市と言われ続けていくような人材育成をしていかなければならない
と思っておりますので、ぜひ中国の取り組みなども参考にさせていただければと思います。
　今日は施設もいろいろ見せていただきまして、学生の皆さんがこのような素晴らしい環境の中で
のびのびと勉強しているのかなと思いました。施設や環境が素晴らしいだけではなく、肖副校長さ
んの話にあったようなソフトな部分である教育の理念が合わさって、ハードとソフトがうまく絡み
合いながら、非常によい教育環境の充実が図れているのかなと思いました。今日は、実際にここで
学ぶ学生さんたちと意見交換をしながら、そのようなことも教えていただきたいと思っております。
　水戸市には偕楽園という大変素晴らしい公園があります。その偕楽園の成り立ちを表した偕楽園
記というものがあるのですが、その中に創設者の徳川斉昭という人物のこういう言葉があるのです。
「自然というのは大変うまくできていて陰と陽、または熱いと寒いなど相反するものがうまく絡み
あってできている。人間も同じで、学問ばかりに長けるだけでなく、武芸も道徳もきちんとしなけ
れば人間として完璧ではない」。今、先生の言葉を聞かせていただいて、師範大学とは、学問と道
徳との２つを持たなければならない水戸の学問の理念に通じるのではないかということを思いまし
た。
　今日は議会からも訪問させていただいていますので、学生の皆さんにご紹介いたします。こちら
が水戸市議会議長を務めます渡辺政明さんです。それから、こちらが田口文明市議会議員さん、内
藤丈男市議会議員さん、五十嵐博市議会議員さん、高倉富士男市議会議員さん、小川勝夫市議会議
員さんです。私たちは一丸となってこれから水戸の教育というものをどのようにしていくか熱心に
考えていますので、これから意見交換をさせていただき、様々なご意見を参考にさせていただきた
いと思いますのでよろしくお願いいたします。
　議会を代表して、渡辺議長のほうから皆さんにお話ししていただきたいと思います。

（渡辺議長）
　ただいまご紹介いただきました、水戸市議会の議長を務めております渡辺でございます。よろし
くお願い致します。今日はお休みのところ学生さんを含めて心温かい歓迎をいただいたことにまず
は感謝申し上げたいと思います。ありがとうございます。
　先ほどこちらの施設を見せていただいて、まずそのスケールの大きさに大変驚きました。そして
肖副校長先生のお話を聞かせていただきまして、あらためて教育の大切さを感じたところです。
　入り口のところで大変優秀な人たちの写真がございました。その中で幼稚園の園長先生の写真が
ありましたので、「この方はどんな先生?」とお尋ねしたところ、この方は幼稚園の園長先生では
あるけれども、国の中でもトップレベルの教育的な実践経験を持つ方ということをお聞きしました。
　なぜその話をしたかというと、実は日本にはこのような諺があります。「三つ子の魂百まで」と
いう、いわゆる幼児教育の重要性を伝えている諺なのですけれども、まさに教育の原点は幼稚園教
育・保育園教育にあると強く感じていたものですから、今回、教育に対する素晴らしい理念をお聞
かせいただき、国づくりの原点は人づくり、その人づくりこそが国の基本的で重要な施策というこ
とをあらためて強く感じました。

（肖副校長）
　ありがとうございます。みなさん、関心あることなどありましたらぜひご意見ください。

（五十嵐議員）
　はじめて中国に来ました。私は20代のときから（中国に）来たいと思っていて、そのためにい
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ろいろなチャレンジもしたのですが、やっと57歳になって来ることができました。私は日本で日
中友好協会にも入っていますので、毎年２～３回、留学生と交流があります。本日いらっしゃって
いる学生さんは、日本に来たことがある、あるいは来る予定がありますか？
　また、先ほどお話の中で品格重視と言われました。特に教育においては、勉強をするだけでなく、
人格を磨くということが最も大事で、教育が人類にとっても大事な原点だと思います。そうやって
日本と中国とが交流を結ぶことができた懸け橋を先輩方が築いてくださったおかげで、私たちも交
流できることに感謝したいと思います。

（高倉議員）
　本当に今日はありがとうございます。素晴らしい大学の環境を見まして、なかなか日本にもこれ
ほどの大学はないなというふうに感じました。
　一つご質問させていただきたいのですが、開学当時は小さな大学から始まったということで、こ
れまでの関係者の発展のためのご努力というものは大変だったのかなと思います。この大きい大学
が60年を越す歴史の中で、重慶師範大学で培った学風、あるいはこの学校に特有の学生さんの気
風などがあれば教えていただきたいと思います。

（肖副校長）
　学校の理念と精神としては、やはり小さな学校から大きな規模の学校に発展していく上で自立精
神が尊重されています。そして、当校は師範大学ですので、未来の先生の育成が我が校の特徴です。
社会の発展は日進月歩のごとくですので、やはり次世代の先生をこれからの時代に合わせるように
育成しなければならないと思います。そのためには、知識だけでなく、教育のスキルも必要である
と思います。

（菊池さん）
　水戸市は教育関係で古くから中国と関係がありま
す。水戸市には弘道館というものがあり、「水戸学」
は中国の朱瞬水らと形成した学問です。ですので、こ
れからも水戸と中国が教育というものを通して交流し
ていければいいなと思っています。

（高橋さん）
　日本には学生基金という学生を支える経済的な援助があるのですが、中国にもあるのでしょうか。

（肖副校長）
　中国ではこうした貧困学生の支援を大変重視しています。そのために多方面からの奨学金や助成
金があります。例えば国家レベルの勤勉奨励金などを設けております。私たちの学校のプロジェク
トでは、600名の学生に3,000万元の支援を行っています。このように誰もが安心して学業に専念
できるようにしています。

（大内さん）
　お尋ねいたします。この大学を卒業した後、どんな就職先があるのかについて教えていただきた
いと思います。

交流会
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（肖副校長）
　当校は師範大学ですから就職先は教育関係が多いですが、他の分野や外国に行く人もいます。例
えば、服装関係などに進む者もいて、その学生も非常に優秀です。その優秀な学生の作品は賞を獲
得して、立派な会社に就職しました。

（高阿田さん）
　私の職業は農業が主ですから、その点について質問します。師範大学の中には、農業に関する部
門があるのでしょうか。

（肖副校長）
　あります。私も農業大学で学んだことがあります。
私たちの大学には、生物科学学院があります。そこには魚類の研究や養殖の研究をする学科があり
ます。

（久野さん）
　（中国語で）はじめまして。私は久野万智子です。５年間、中国語の勉強をしています。日中友
好協会の会員で、中国人の女の先生から、月2回中国語を習っています。もう少しすらすらと会話
ができると嬉しいので、これからも熱を入れて頑張ります。加

ジャー・ヨオウ

油 !

（高橋市長）
　和やかに進めさせていただきましたが、時間となりました。ぜひとも皆さんお話しいただきまし
たことにつきましては、また日本でもそういった精神を活かしていきたいなと思います。いずれ教
育交流のようなものを師範大学さんとできればいいなと思っておりますので、またそのときにはよ
ろしくご指導いただければと思っています。ありがとうございました。謝

シェー・シェー

謝。

（周 校長）
　（会場にお見えになり）皆さんこんにちは。重慶師範大学を代表して、皆様のご訪問をあらため
て歓迎いたします。水戸市の皆様をお迎えする機会をいただきまして、本当に嬉しく思います。
　ここで一つ申し上げたいことがございます。当校の日本語学科は、2005年に設置して以来約５
年の歴史があり、いろいろな学校と提携を持ち、広島の大学や学校とも提携関係にあります。重慶
市や当校は中日友好交流を深めるためのいろいろな活動のプラットフォームを提供しております。
　個人的なことを言えば、私も肖副校長も日本留学経験があります。私自身、８年の留学経験があ
りましてたくさんの思い出を持って中国へ帰りました。これから一層の日本語教育・文化および市
民レベルの相互理解を深めるために、これから水戸市の皆様のご支援、ご指導をお願いしたいと思
います。ここで簡単にご挨拶を終えたいと思います。

（高橋市長）
　今日は本当に大きな歓迎をいただきましてありがとうございます。さきほど、肖副校長先生のほ
うから説明をいただきまして、大変参考になることがたくさんありました。これからの水戸市の教
育に生かしていきたいと思っています。
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（渡辺議長）
　本当に素晴らしい大学を見させていただきました。
　両国または両市の交流などを通して、お互いのよいところを交換し合いながら、素晴らしい交流
がさらに深まることを心からご期待申し上げます。本日はありがとうございました。

【訪問歓迎会後、交流サロンにて国際協力交流部部長からの話】
（雷勇国際協力交流部部長）
　簡単にこちらのご紹介をさせていただきます。2007年に日本語学科ができ、昨年度１回目の卒
業生を送り出しました。１学年は60名、全体で200人弱です。学科ができたのは他の学校より遅
いですが、成長・発展は早いと自負しています。この交流の場は、日本の資金の支援によって作ら
れたものなのですが、国際交流基金の予算を使って、ここに文字的な資料や図書、映像などが提供
されます。この場所は去年の10月の下旬頃にできたばかりですが、本校の生徒のみならず、重慶
市以外の大学の日本語を専攻する生徒さんたちが、この触れ合いの場を利用して、日本の文化を学
ぶことができるような場所として、皆さんに広く使われています。
　当時、設立を祝うセレモニーの場で、中国駐在の前大使、阿南さんがいらっしゃいました。阿南
前大使が去年セレモニーに出席したときは、周校長といろいろと歓談いたしました。阿南前中国大
使のご尽力のおかげで、今年の3月にこの大学の何人かの先生を親善大使として派遣いたしまして、
日本の各都市をまわり親善訪問をいたしました。もちろんこの親善大使として、当校だけでなく、
重慶大学や四川外国語大学、西南大学など、ほかの大学の先生方も一緒に参加されました。
　当時、私は親善大使訪問団の団長として日本各地へ行き、日本の方々の熱烈歓迎を受けました。
　今日はぜひ、みなさんにこの場所を見ていただき、当校と日本との交流を一層深めようという目
的でみなさんに来ていただきました。本校と日本の大学の姉妹校の交流プロジェクトがありますが、
主に日本の信州大学、広島の文化学園大学、福祉大学、この３つの大学で交流を行っています。
　また、当校には日本からいらっしゃったネイティブの日本語の先生が二人、常駐しています。そ
の中に一人、植松先生という方がいらっしゃったのですが、かなり高齢な方で、ここでの契約を終
えられまして、東京に戻られました。この先生は、以前、中国の政府要人にお会いしたこともあり
ます。また、この先生は重慶市の教育分野でいろいろと貢献されまして、重慶市の特別な賞とされ
る三峡貢献賞という特別な賞をいただいたそうです。一方で、この先生は中国にある先生の特別な
祭り、言い換えれば先生への尊敬の意を表した先生に対する特別なイベントにおいて、学生から最
も尊敬された称号を獲得された人気のある先生でもあります。この先生のみならず、私たちはいろ
いろな日中の教育の分野で尽力された各分野の先生方に深い敬意を表したいと思っております。
　これから、この施設をゆっくりご覧いただいて
もよいですし、あるいは、せっかく来ている学生
と１対１、または２対１などで、積極的な交流を
ぜひ行っていただきたいと思っております。ただ
一つだけ皆さんに守っていただきたいのは、必ず
３時にはここに戻ってきてください。
　みなさんにとって楽しい交流となることを期待
しております。

交流サロン



団員報告

成都市・武候祠にて
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平成23年度　重慶市視察団に参加して

高橋　靖

　平成23年第６回友好交流都市重慶市親善訪問及び中国文化・行政視察団に団長として参加させていた

だきました。重慶市への訪問は、平成12年の友好交流都市締結調印式以来11年ぶりの訪問となりました。

中国の急激な経済的発展は目を見張るものがありますが、テレビ等の映像だけで、実際に自分の目で確か

めたことはありませんでした。今回の訪問で、その勢いを肌で感じることができるし、政治的視野を広め

るうえでも有意義な視察になるものと大きな期待を膨らませ、訪問させていただきました。

　重慶市では、重慶市人民代表大会王洪華副主任をはじめ、翌日訪問することになっている重慶師範大学

の肖建国副校長他、関係者の方々に熱烈な歓迎をいただきました。まず王副主任と親しく懇談をさせてい

ただきました。特に印象に残っていることは、経済発展めまぐるしい重慶市にあって、力強く取り組んで

いることが街の緑化だということです。

　確かに、空港からホテルに向かう途中の高速道路の沿道が綺麗に植栽されており、緑化に取り組んでい

る意気込みが伺えました。しかし、緑化に取り組む姿勢より、沿道植栽にこれだけお金をかけられるとい

うところに重慶市の勢いを強く感じました。日本は国、地方を問わず非常に厳しい財政状況で、特に公共

施設等の維持管理費が大幅に削減されているところであり、緑化推進とは言え、沿道緑化にこれだけの投

資はできません。

　また11年前とはまったく違った風景が市内各所に見受けられ、30階建ての高さ100メートル級のマン

ションが林立し、数えてもいったいどれだけ建っているのか分かりません。住宅事情の視察に伺ったとき

に、こんなに投資して大丈夫なのかと尋ねたところ、国が建設しているので大丈夫という答えが返ってき

ました。日本ならば、国が建設しているからこそ不安だという答えになると思います。

　さらに重慶市経済特区の視察にお伺いし、その将来都市像を表

現した模型を見させていただきましたが、まさに未来都市です。

それぞれの地区をゾーニングし、モノレール等の新都市交通でこ

れら地区を結ぶ計画です。ドイツのベルリンまで長距離鉄道で結

ぶ計画もありました。特に金融集積地区が完成したとき、どのよ

うな経済効果が生まれるのか計り知れません。このような経済発

展を羨ましがったり、妬んだりするのでは発展性はありません。

いかに中国の経済発展を自国の発展に結びつけるかという方向

に大きく舵を切ることが重要ではないでしょうか。そのような

価値観を踏まえながら水戸市と重慶市とが今まで以上に交流を

深め、両市の発展とアジア地域の平和に貢献していきたいと思

います。

　最後になりますが、本訪問団にご参加をいただいた副団長の

渡辺政明水戸市議会議長をはじめ、団員の水戸市議会議員各位、

市民の皆様に深く感謝申し上げます。
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平成23年度　重慶市視察を終えて

渡辺　政明

　北京オリンピックを経ての中国の目覚ましい発展には驚愕の感があり、平成22年にはGDP（国内総生産）

は日本を抜き世界第2位となるが、一方高速鉄道事故などその技術の運用を始め急激な社会変革に一抹の

不安を覚えながら、7年振りとなる3度目の重慶市の訪問でした。そして視察した都市や場所の印象や感

じたことを、17文字にこめてみました。

重慶市
「垂れ込める、雲を貫く、ビルの波」

　７年前には想像もつかないような街づくりが進み、30階建の低所得者用集合住宅の建設を始め、いた

るところに高層ビル用のクレーンが林立し、底知れぬ中国パワーと重慶市の都市計画への熱い思いを強く

感じました。

重慶師範大学
「志し、語る瞳に、胸おどる」

　師範大学では、日本語学科の生徒とランチを楽しみ、また大学内を散策しながら日本の現状や中国の未

来などについて語りあい、二十歳代の女子学生の誠実な考えと清楚な振る舞いに、久しぶりに淡い感動を

覚えました。「魅力の有る街は優秀な人材を育成し、その人材が更に活気溢れる街を築く」のですね。

世界遺産「黄龍」
「峡谷の、川の流れや、龍のぼる」

　4,500mの峠を越えるとそこはもはやチベット族が多く住む山岳地、その深い渓谷をくねくねと流れる

川沿いの自然のダムが作り出す景観は圧巻、登山口から見る見物人の列はまさしく龍が昇るようである。

世界遺産「九寨溝」
「コバルトの、色に溶け込む、山の影」

　この世界遺産には毎日１万人を超す見物客があり、山の天気と自然が創る水の色はコバルトそのもの、

そして光線が作り出す湖面に写る山影は、まさに油絵の世界であります。

チベット族の若者の舞台
「九寨に、民族の誇り、こだまする」

　チベット族の宗教はラマ教で、その総本山であるポタラ宮へのお参りは一生に一度の大行事、それをチ

ベット族の若者が歌と踊りで表現、中国と少数民族の軋轢の中、まさに民族の魂の発露と、山間の小さな

村で大きな感動を受けました。
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三国志の故郷、成都
「孔明が、夢を果した、義の都」

　成都は四川省の省都、その昔は劉備玄徳が建てた蜀の国、それを支えた知恵袋が諸葛亮孔明、関羽や張

飛と伴に魏・呉と戦い、忠義を尽した地域であります。その劉備を祀る武侯祠には、孔明の忠義の心「義

薄雲天」の扁額が掛かっておりました。

　重慶市の公式訪問で今後の交流のあり方や重慶師範大学での教育論議、黄龍や九寨溝の世界遺産の自然

環境保護など大変貴重で意義のある視察訪問となりました。

　しかし、中国の経済活動や高速鉄道網計画などグローバル構想は、円高・株安で産業の海外移転が進む

地方自治体にとっても大きな問題となりつつあり、この視察の成果を今後の市政の中で活かしてまいりま

す。
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重慶師範大学を訪問して

大内　義次

　私は個人旅行を加えると重慶市への旅行は５度目となりますが、訪れる度に大きく変貌する都市の姿を

目の当たりにして、その発展の早さに驚かされました。さすが中国政府直轄市であると肌で感じました。

　重慶市人民政府への表敬訪問後の翌日、重慶師範大学を視察、日本語学科の学生との懇談を致しました。

　まずキャンパスの広大さ、学生の数の多さに驚かされました。キャンパス内の散策には王
おうしゆし

秋詩さんと

唐
とうけつ

杰さんの二人の女子学生と三人で散策しました。歩きながらの会話の中で王さん、唐さんとも出身地は

重慶市内ですが全寮制のため寮に入っているとのことです。私が高齢者なので歩行の早さ、階段部分の昇

り降り、坂道での疲れ等、細かい所に気を使い両側から挟むようにして歩いているのを感じ、やさしい心

使いに感心いたしました。私は家では毎日早朝10分間位の健康体操と約１時間位のウォーキングをして

いる事を話すと安心した様子でした。

　王さんと唐さんの案内で、女子寮を外部から見てきました。時間の都合上、キャンパス内の一部を散策

して帰路、最後にキャンパス内の一番景色の良い場所ですと池の辺りに案内されました。池の廻りには木

がたくさん植えられ、その木の影が水面に写り、その林の向こうには前に見てきた図書館の建物が顔を出

し、とてもすばらしい眺めでした。歩行中での短い会話の中にも、本当に王さん達のやさしい心を強く感

じ、楽しい散策ができました。別れ際には袋に入った小さなミカンを、バスの中で食べるようにと手渡し

にくれました。王さんも唐さんも、機会があれば日本に留学したいと強い希望を持っておりました。日本

の大学生はアルバイトをしている学生が多くいるように先生から聞いたが、王さん達は勉強に追われ時間

が無く、アルバイトをしている学生はいないとの話です。

　前回の中国訪問でも、ある大学の学生達と懇談する機会がありましたが、学生は皆勤勉で真面目そうに

感じられ、中国の将来がたくましくなると感じました。

　広大な国土と雄大な自然、悠久の歴史と多彩な文化を持つ中国が好きで、度々中国旅行に行きますが、

若い学生達との懇談をするとさらに親しみが強くなり、中国旅行が一層楽しくなりました。

　最後になりましたが、団長始め団員の皆様には大変お世話になりました。ありがとうございました。



－ 32 －

重慶市訪問団の団員として

菊池　　誠

＜第１日＞

　「若い市長さんでうらやましい。すばらしいことですね。」と誰かが言っていた。その高橋靖市長を団長

にして、水戸市訪問団の重慶市への表敬訪問としてレセプションに参加した。

　表敬訪問の会談は、よくテレビで出て来るソファーに腰を下ろした市長同士が通訳を後において懇談す

る形である。市会議員や市民がその周囲に座り、懇談の内容を傾聴するものである。そこでは、指導者と

しての力量が試される。中国的な表敬訪問形式に、水戸市長は、そつが無く、威厳を保たれていた。両者

の話題の交換で、互いの尊敬と信頼とが確認される公式行事なのである。長時間、姿勢をくずすことなく

友好を深める交流が続く。政治家としての質が、かもし出されるようで、興味深い会談となった。これが

中国式表敬訪問であるかと思う。アメリカ式の表敬訪問、そして日本式の独自の表敬訪問の形式があるは

ずである。

＜第２日＞

　重慶師範大学の日本語専攻の大学生との交流会に参加した。師範大学であるので、女子学生の数が圧倒

的に多いのは日本と同じである。歓迎会でも女子学生の中に男子学生が、わずかに見られるという構成で

あった。女子学生との交流も大切であるが、やはり男子学生との交流も必要で、中国の男子学生の意見や

考え方を知ることが、次の世代の中国と日本の若者像を浮かび上がらせるために大切でないかと思った。

＜最終日＞

　全日程の終了が近づいた成田からの帰りのバスで、高橋靖水戸市長があいさつで「市民の皆様は、１ヶ

月２万円を積立てていただければ、その合計額で、次の訪問団に参加できます。是非、来年のアナハイム

市訪問団に参加して下さい。」と、説明された事が、印象に残った。今回、無事に訪問団員として活動し、

水戸市に無事に帰って来られたことは、関係の皆様方の御苦労があったからこそと感謝申し上げます。
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重慶市訪問の旅

嶌　健

　私の重慶市訪問の目的は、退職前に重慶自然博物館員王新南さんに会うことであった。彼は平成５年春

に千波公園・偕楽園で開催された、「全国都市緑化フェア’93いばらき」の、水戸市パビリオン「恐竜館」

へ中国四川省の恐竜化石を出展するため、水戸に来た。

　緑化フェア開催中、鐘志階副館長と王新南さんは約３カ月水戸に滞在した。恐竜の組み立て時には、そ

のほか男女合わせて７～８人が役所近くのマンションに住んで、組み立て作業や維持管理を行った。

　その中でも王新南さん、鐘副館長が水戸に滞在中はいろいろな交流をした。我が家に招いて日本の家庭

を紹介し、日本食をともにした。またある時は市長がウナギを食べに、彼らを招待し、一緒にフェア会場

内を歩いている時、風が吹けば「風＝フェン」、「少し＝イーティエンティエン」などと、日本語と中国語

を教えあった。

　今回、重慶に行くにあたっては、水戸市国際交流協会事務局長の王偉亜さんが誘ってくれた。「嶌さん、

今回は行かなくちゃダメよ！」。王偉亜さんは、恐竜展を開催した時の通訳で、日本語解説本制作に貢献

してくれた。そして私の定年を知っていたのだ。そのために私も決心し、重慶市行きに応募した。

　重慶市最初の夜、一通りの行事が終わってから王新南さんと会えた。すべて王偉亜さんが段取りをして

おいてくれたのだ。1994年以来17年ぶりに会った。全く変わっていない。すぐに握手し、抱き合って

再会を喜んだ。新南さんとは同じ年齢であった。そして退職したことも分かった。さらに母親が病気であ

ることも知った。

　次の日の夜も博物館長や来水した女性館員も来ると言っていた。しかし、当日になってしばし待ってい

たが来なかった。母親の具合が悪いのではないだろうか？思案したが、私には連絡のしようもない。

　重慶市三日目に人民大会堂、博物館に行った。その博物館に王新南さんがやってきた。しかし、バスの

出発時間が近づいている時間であった。王偉亜さんを探し、通訳をしてもらう。そして人民大会堂まで送っ

てもらった。この大会堂は平成６年に重慶市訪問団として大歓迎を受けた場所で、重慶市側の歓待に対し

て、王新南さん、柏 元市議の奥さまと私の三人で、日本の歌「さくら」を歌ったところである。

　その思い出のある場所で、私たちは別れた。バスの車窓から帰ってゆく彼を見つめていた。車内ではミ

カンを食べる水戸市訪問団が賑やかであった。

　今回の重慶市訪問でとても印象深かったのは、重慶師範大学で学生との交流である。広いキャンパス内

を思い思いに訪問団が学生と会話をしながら散策をする。これまでこのような企画はなかったと思う。若

く、それもほとんどが女子大生である。喜ばないわけがない。女子大生数人と桃の木がある丘に登った。

市街地が見え、それも日頃の重慶にはない晴天である。いろいろな話をした。三国志の「桃園の誓い」が

この場所に似ていること、日本の生活のこと、彼女らはとても勤勉である。朝から夜中まで勉強をしている。
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　重慶市・成都市訪問ではいろいろなショックを受けた。特に「新区」と言う新しい街づくりである。新

区と言う新しい街を中国３か所に作っている。兜町をはるかにしのぐ金融街、超高層のアパート群、その

周りを新交通システムが連絡をする、全てが桁外れの都市を作っているのだ。

　重慶師範大学では楽しい交流があった。男子学生には「水戸っぽ」ってどんなことを言うのか、と聞か

れた。そこまで勉強をしていた。この後、おのおのがキャンパス内を自由に散策し、女子大生と話しなが

ら歩いた。そこで女子学生に「おじいちゃんと呼んでいい？」と言われた。橋の上でかわいい女子大生と

ロマンチックに話をしている時であった。この非常に残念な思いを残して、重慶師範大学を後にしたので

あった。
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「久しぶりの中国」
友好都市重慶市訪問団に参加する

高阿田　啓寿

　先般市報に掲載されていた重慶市訪問団募集の報を見て、早速参加の申し込みを致しました。一つには

近年身体の衰えを痛感し、今年を過ぎたらもう海外旅行などできなくなるだろうと感じた事と、過去何度

か訪れた中国でも重慶や成都などの四川省方面には行った事が無かったからです。

　10月28日、上海経由にて無事に重慶に到着、ホテルにてスーツに着替えて重慶市に表敬訪問する。（重

慶政府）代表の王さんは女性である。関係者を含めて公務員の服装は総じて質素に感じられた。四川料理

の夕食の後ホテルへ。ホテルは重慶海逸酒店。かなりの大ホテルである。

　10月29日、朝から曇り空、これが重慶の特徴だそうだ。今日は重慶の師範大学へ。生徒との交流会に行く。

校内の設備等視察の後、校内の先生方と会議。副校長の肖建国氏ほか、日本語学科の先生方５名、日本語

学科の生徒代表10名出席。活発に質疑応答を交わす。会議の後、一人の男子学生と校内を散歩しながら、

いろいろと話をする。日本語学科の４年生の由にて、会話に不自由は無い。卒業後は日本語を活かして日

本で働きたいとのこと。お世辞か、本心か。この日、重慶には珍しく天気快晴となる。この様な日は、去

年何日も無いとのことでした。校内の敷地の広大さと施設の立派さに驚く。国内の発展に伴い、教育に力

を入れる中国の熱意が身近に感じられる。午後、林立する高層アパートのモデルルームを見学する。独身

者用と妻帯者用二つを見る。多少狭いなと感じられましたが清潔である。旧来の中国の低所得者層の住宅

のイメージとは、格段の相違である。夕食後ホテルへ。ホテルのまわりを散歩に出る。ホテルの右側の広

場が歩行者専用となっており、多勢の老若男女が歩いている。両側の商店も灯りが煌々として営業してい

る。屋台店も出ている。夜の９時頃だというのに、幼児をつれた若夫婦などもいる。大した活気だ。水戸

の駅前など夜に何人の人が歩いているだろうかと考えると、やはり若い人のいない所に発展は無いなと思

えてくる。

　10月30日、朝から小雨。三峡博物館に行く。期待した三峡には行けませんでしたが、三峡付近の古代

からの石器や土器を見る。昼食後、重慶北駅から成都東駅まで電車で移動。電車は日本の特急電車と同じ

様で、清潔で快適である。車窓から見る農村部の集落の住宅も、けっこう立派に見える。山の奥は知らず

目にする限りでは、貧しさは見えない。成都着後、杜甫草堂を見る。成都も重慶同様に、年間晴天の日は

いくらも無いとの事である。杜甫草堂は私が漢文を習った若年の頃は、浣花草堂と習ったけれど、今は杜

甫草堂というらしい。つつしんで詩聖杜甫の彫像を拝観する。記念に何かお土産をと思ったが、時間が無

くて何も買えない。残念。

　10月31日、今日は新しく開発された観光地、黄龍へ行く。成都空港から九寨黄龍空港まで飛行機で一

時間、さらにバスで１時間30分黄龍へ。途中標高4,000mの峠で休憩。空気が薄くて目まいがする。早

速用意した酸素ボンベを使う。黄龍観光は、テレビやカタログで見る程は良くない。老人にはただ疲れる

だけである。

　11月１日、今日は九寨溝観光に行く。チベット民族の家屋や風俗が珍しい。九寨溝そのものは、磐梯

山麓の五色沼の様なものである。その数と広さが素晴らしい。新しく開発された観光地として、中国から
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も世界中からも大勢の観光客が来るようで、本日は約１万人とのこと。多い季節は、１日３万人から５万

人も来るという話。入場料収入だけで莫大な金額であり、近辺のチベット民族はもう農業などやらずに観

光収入で生活しているとの話です。往復途次に見えるチベット族の家屋も立派で、人々の表情も明るく貧

しさは見えない。

　11月２日、午前中、この地方の特産物土産品店でショッピング。鉱物質が豊富で、ヒスイ、メノウ、

トラメイシ等の宝石加工品やチベット名物の天珠石、ヤク牛の角製品等を買う。

　午後、飛行機で成都へ。着後、三国志で有名な諸葛孔明を祭る武侯祠を見る。三国志の物語は中国でも

有名で中でも漢朝に最後まで忠誠を尽した孔明は、大人気者であるという。本日も武侯祠の前には車がいっ

ぱいで、多勢の観光客である。その昔、杜甫が “丞相祠堂何處尋、錦官城外柏森森” と詠んだ静けさは無い。

出師表の拓本でも買おうと思ったけれど売り切れて今はないとのことであった。夜、部屋でテレビを見る。

韓国サムスン社製である。チャンネルは日本と同じぐらいある。どのチャンネルも中国の宇宙船のドッキ

ング成功の話題ばかりである。あとはニュースと政府の広報番組が多い。日本の芸人達のおちゃらけたバ

ラエティー番組のようなことは無いようである。コマーシャルはけっこう多い。高級マンションの分譲広

告が多い。中国で一番の金持ちは不動産業者だといわれているが、なるほどだと思う。

　11月３日、午前中成都のおみやげセンターの様な所でショッピングの後、成都空港より北京空港経由

で成田へ無事に帰る。

　今から約40年前に中国に初めて来た時、瀋陽、ハルビン、長春、天津、北京、上海、蘇州と旅行しましたが、

当時は各地共にホテル、食堂、水道、バス、トイレ等相当にひどいものでした。今回、都市部は重慶と成

都だけでしたが、その発展のものすごさに驚くばかりです。重慶でこうですから首都北京や上海等は如何

ばかりかと思われます。すでに国の経済力で日本を追い越して世界第２位となり、衰退の兆しの見えるア

メリカを越えるのも間も無くでしょう。次々に長期計画を着実に実行して行く中国を見ていると、一党独

裁も悪くもないかなと思われてきます。願わくば様々な矛盾を克服して、平和国家として発展してもらい

たいものです。

　誰やらの言葉に「あれから40年」というのがありますが、中国はこれから40年の後はどの様に変化し

て行くのか大変楽しみでありますが、それを見定める時間は私にはもう無いのがさみしい。
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中国への思い（PartⅡ）

高橋　明子

　３年前の重慶訪問時に拙文で中国への思いを綴ったが、今回はその続きとなろうか。

　近年とみに日本は政治も経済も伸び悩んでいるのに対し、中国はものすごい勢いで成長している。多民

族国家で格差社会ともいわれる中国は、昨年の統計でGDPが我が国を抜いて世界第二位となった。その

原動力はどこにあるのかをこの機を得て、少しだけ私なりに考えてみた。

　初日に表敬訪問した重慶市の説明では①住みやすい、②森林の整った、③交通便利、④安全、⑤健康と

いう五つの目標を掲げて都市開発を進めていると伺ったが、坂の多い市内のいたる所で高層マンションの

建設ラッシュに目を見張るものがあった。昨年重慶は国内で最も幸せな都市の一つに選ばれたとのことで、

地方からの移住者が増えていると思われる。

　翌日訪れた重慶師範大学でも単なる教師ではなく将来自立でき、社会に役立つ人材を育てていると副校

長の話があった。日本語を学ぶ女子学生２人との構内散策の時間には、積極的に日本の生活や学生の就職

のことなどを質問してきた。逆に彼女たちは大学構内には少数民族の学生のための食堂があるといって、

その一つを案内してくれた。民族や宗教の違いで口にしてはいけない食材が決められているとか。こうし

た少数民族の主義主張も重んじて対処しなければならない大国の苦悩が感じられる。単一民族の日本人に

は珍しい光景ではなかろうか。このように現時点と将来を見据え、地についた計画性の下で踏ん張ること

が中国の底力になっていると感じた。

　さらに成都市および一度は行ってみたいと思っていた世界自然遺産の黄龍・九寨溝を巡ったのだが、途

上富士山より標高が高く、空気の薄い地点での体験、またそこで生活している人々がいることには驚き、「慣

れ」ということが人間にとっていかに凄く大切なことなのか、胸に響くものがあった。あの人々はこの地

で生まれ育っているが、多分私は息苦しくてここでは一日たりとも生きられまい。

　それにしても中国の交通事情は相変わらずで、いわゆる割り

込みが激しい。しかし事故現場を見かけないのは、何か無言の

ルールでもあるのだろうか。13億人余りある国民の多くが職

を求め、学を目指して都市部に集まれば、さもありなんと思わ

れた。

　ところで私は普段市議会議員の方々と直にお目にかかる機会

もないので、旅程の当初から近くにお邪魔してみた。議場で

のお顔とは異なるかもしれないが、何人かの方からわずかなが

らも議員活動や市政についての教示を受けることができた。一

市民として市政に関心を持つのは当然だが、普段はすべて人任

せにしていたことを思うと気恥ずかしい限りである。こうした

数々の不躾に対しお許しを乞い、さらに今回の中国行でお世話

になった全ての方々に心からお礼を申し上げたい。
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重慶市訪問団に初参加して

久野　万智子

　「天籟之愛」二枚組CD110元

　帰途、成都机場にて購入

　チベットの深い山々に抱れて、

　チベットのやさしい風に吹かれている。

　九寨溝から川主寺へ100kmのバスの旅、外を見ていた。点在するチベットの家々、黒い服を着た女の

人がおしゃべりしている。広々とした土地、何を作っているのだろうか。九寨溝からの流れの恩恵に浴し

ているだろうか・・・。

　ここ五、六年、一途に九寨溝に思いを寄せてきた。今、夢が叶って少々放心状態。

　９月の市報に重慶市訪問団募集の案内が有り、娘を誘って参加を決める。

　重慶市親善訪問。普通の旅行にはない、貴重な体験をした。市長さん及び議員さん達の緊張はいかばか

りかと。

　重慶師範大学で日本語専攻の学生さんとの交流、私は今まで学んだ漢語を必死に思い出しながら語る。

学生さん達からは、上手な日本語が何倍も返ってくる。

　入学の時は全く話せなくても、毎日習う事ですぐ上達する。若い力、能力に脱帽。

　「日本語にない、そり舌音がとても難しい。」と言うと、「久野さん、中国語が好きだったら頑張って。」

と励まされた。次回の中国旅遊には、日常会話の語彙を増やそう。でなきゃ面白くない。気合を入れて頑

張ろう。加油！

　成都に戻って武侯祠へ。三国志好きには、一度は行ってみたい場所。劉備お殿様や、孔明先生等にお会

い出来て、感激で胸いっぱい。

　劉備玄徳のお墓に手を合わせた。学芸員の方がエピソードを話してくれた。全部知っている。

　三国志について、師範大学の学生さん達に聞いてみると、「小さい頃教科書で習った。」でおしまい。後

が続かない。興味ないようだ。日本のアニメが好きで、台詞を知りたくて日本語を希望した人が多かった。

きっかけは何でもいい。何か一つでも好きなのがあれば、日本を好きになってくれる理由になる。中日友

好の懸け橋となってほしい。

　水戸の空を見て思う。曇天の成都。365日の360日が曇りとか。せめて午前中だけでも、太陽とさわ

やかな青空を望めたらいいのに、と。

　　謝々重慶！謝々四川省！

　　謝々黄龍・九寨溝！

　　我最喜歓中国！我一定再去中国！

　　非常感謝大家！辛苦了。

　視察中、何かとご親切にしていただいた、

皆様方に心から感謝します。

　ありがとうございました。

2011年11月10日
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重慶訪問に参加して

久野　千鶴

　「お母さん一人では心細いだろうから、一緒に行ってやってくれないか。」

　普段は決して口には出さないけれど、誰よりも母想いの父にそう言われたのは申し込み締切りの約一ヶ

月前の事でした。

　前々から、この視察団への憧れを母より聞いておりましたし、私自身も丁度、長期の休みを取れるタイ

ミングでしたので、これも何かのご縁と思い、参加させて頂く事にしました。

　行程を見れば、母と私の大好きな三国志で有名な成都での滞在もあるとの事。母の付き添いというお役

目はすっかり忘れ、私自身が俄然楽しみにしておりました。

　初日に重慶に到着し、まず驚かされたのはどこまでも、どこを見回しても建ち並ぶマンションの群れで

した。日本では（少なくとも私は）見た事のない形をしたマンションが、モヤの中に延々と続いていて、

そのスケールの大きさに圧倒されるようなエネルギーを感じました。

　重慶師範大学訪問は貴重な体験をさせて頂いたと思っております。

　その敷地の広さに驚きました。学生も先生もそこに住み、立派なコンサート会場や買い物ができる施設

もあります。説明にありましたがまさに「街」のようです。

　学生達との交流はとても楽しく、もっと時間があっても良いなと思える程でした。かなり個人的な感想

になりますが、日本のアニメ・漫画は世界に誇る文化だと思う一人です。

　一人の学生が、日本のアニメを見て日本語を学びたいと思ったとか。他の学生も日本のアニメを絶賛し

ていて、異国の若者をも影響を与える程魅了するとは、何と素晴らしいものを日本は持っているのだろ

う・・・と思うのでした。

　かなり気になっていたあのマンションのモデルルームの見学もありました。駅付近に計画的に作られた

それらは低所得者向けのものだそうですが、造りがとても素晴らしいと思いました。

　母の念願の地の九寨溝。湖・山・雲、自然の織り成す風景に見とれてしまうばかりでした。現地ガイド

さんお勧めのチベット民族ショーは、アジアの文化に興味のある私にとりまして、音楽や衣装等、大変興

味深く観賞させて頂きました。

　成都では、中国唯一の三国志の博物館である武侯祠を訪れ、劉備の陵墓の前に立った時、母と二人、感

極まるものがありました。

　楽しくて貴重な体験をたくさんさせて頂きまし

た。この一週間はとても大切な思い出になるので

しょう。

　帰国して数日後、ある街の河川敷を歩いており

ました。霧が出て、川も建物も霞んでいます。「重

慶みたいだ。」と、一人呟くのでした。
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百聞は一見に如かず

田口　文明

　10月28日より11月３日までの７日間、友好都市重慶及び成都、黄龍、九寨溝を訪問した。

　重慶訪問は４回目である。第１回目は1994年、あれから17年になる。その間2000年と2011年にも

訪れた。その度に重慶が大きく変貌していくのを見てきた。

　17年前初めて訪問した重慶市は、長江と嘉陵江にはさまれた半島部に中心街があった。

　今、長江・嘉陵江の対岸部の開発は目ざましく、昔の農村風景が姿をすっかり変え、高層ビル群が林立

する姿へと飛躍的な発展を遂げている。「森林重慶」「健康重慶」「暢通重慶」「宜居重慶」「平安重慶」のスロー

ガンの大きなポスターが張られ、道路沿いの植林も進み、街全体が活力にあふれ、躍動感を肌に感じた。

　重慶師範大学では、この12月に日本に留学する日本語学科の学生と会食、校内散策し交流を深めた。

　この師範大学は1954年の創立、学生24,000人、大学院生3,000人が学んでいる。校友会館、図書館

を見学する。図書館ロビーには中国の思想家荀子の「勧学」篇の一文が大きく掲げてあり、中国教育の根

底を見た思いがした。

　成都では、杜甫草堂、三国志で有名な蜀の劉備の武侯祠を訪れた。激動期に破壊されず、今もって大切

に保存されている。2,000年前へ思いをはせた。

　世界遺産の黄龍・九寨溝は成都より北へ400km。海抜3,500mの九寨空港から4,500mの峠を越えたと

ころにある黄龍、九寨溝は岷山山脈の峡谷に沿った九つの寨（村）があるところから名づけられたという。

世界遺産となって国内外から多いときで１日３万人の入場者（入場料約200元、日本円にして260円位）

があり、私達が行った日は１万人の入場者であった。

　この辺はチベット族が居住する地域であり、チベット族は、中国の広い範囲に居住生活しているという

ことである。

　中国では漢民族の人口からするとチベット族も他の民族も少数民族にすぎないが、さまざまな優遇策を

受けているという。

　今後この国がどこまで変貌を遂げるのか。都市と農村の格差問題など、さまざまなひずみもあるだろう。

　百聞は一見に如かずと言う言葉があるが、間接的な情報より、現地を

自分の目で見て、聞くことで理解することがある。

　訪問交流を深めることが大切なことである。
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平成23年度第６回友好交流都市重慶市
親善訪問の思い出

内藤　丈男

　重慶市は前にも訪問をしているが、驚いたのはものすごいスピードで都市の近代化が進んでいることで

あった。以前にはなかったモノレールが整備され、林立する超高層のアパート類、鉄道や高速道路網など

がとても速いスピードで整備されていた。以前は見られたバイクや自転車にたくさんの荷物を載せて走る

姿は見られない。その代わり、ヨーロッパや日本の高級乗用車が走りまわっていた。

　私は議員になる前、建設会社に勤めていたので、そのような視点でものを見る習慣が身についている。

日本との違いをレポートした。

　今回は重慶市、成都市、そして九寨溝を見てきた。特に九寨溝は成都から420kmほど離れたチベット

高原であるが、全てに共通しているのはゴミがないことであった。それは、標高3,500mもある九寨溝の

山奥の木道まで、キチンと清掃され、係員が木道の下まできれいに掃除をしている。世界遺産に認定され

た効果なのだろうか。九寨溝のトイレに至っては、汚水の負荷を減らすため紙類は別な箱に入れて、汚泥

の量を減らす工夫がされていた。世界遺産を目指すためにはこのような工夫も必要なのだろう、大いに参

考になった。

　重慶市では渋滞を解消するため、立体交差が多い。さらに広い車道に歩車道分離、バスも別に専用の停

車場があっても結構渋滞をしていた。高度成長により車の所有者が増え、通行量が増加したせいであろう。

　重慶空港からホテルまでの間、道路の法面を植栽しているのが見えた。延々緑化が続き、ところどころ

赤い土を掘って植栽工事も見られた。高速道路の下には、ヤツデを、法面には針葉樹や広葉樹をたくさん

植えている。さらに菊花展らしきものもあった。よく見ると、看板には緑化による美化運動を進めるらし

き文字が見えた。おそらく北京オリンピック、上海万博など全世界的なイベントを開催して、欧米や日本

にも通じる街の美化運動を展開しているに違いないと思う。これまでの公共的空間を大切にしない中国と

は、全く別な中国を見た感じがした。

　今の中国の経済成長による国土開発は、日本の新幹線より早いかもしれない。そして決定的にそれがわ

かったのは、開発新区を視察した時である。

　中国では天津、上海そして成都に新区を作り、政府が開発をしている。成都の 江新区は、およそ320

万人が住める新しいまちである。その街づくりの計画を視察した。その中には低所得者向けのアパートが

整備される。いま中国では、所得の格差、いわゆる貧富の差が社会問題となっている。そのような問題に

対処するため、最初から低所得者向けの住宅が整備されていた。新区の中には金融街もあり、その一角だ

けでも日本の金融界を揺るがすような大きな規模であり、上海からジェット機で２時間以上も入った内陸

部にこのような街ができるだけでも、中国の底力が見えてきた。かなり周辺国にとっては脅威であろう。

　そして金融の力強さを支えているのが、勉学であった。重慶師範大学の日本語を学ぶ学生と交流をした。

彼らは朝の８時半から夜中まで、勉学に勤しんでいる。授業料の安さもあり、勉強の環境もとても整って

いて、学生もしっかりとしたビジョンを持って取り組んでいる様子が、学長などの話からよくわかった。

　日本語を話す学生は英語もとても流暢に話すし、人材と金融が豊富なうえ、さらに勤勉であれば、もう
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とても日本は対抗できないだろうと感じた。

　いろいろなところで係員の冷たい応対を感じるが、ホテル、劇場、列車、売店などの係員のおもてなし

が日本のようになったら、もう中国は世界のナンバーワンになると感じて中国を後にした。

【重慶師範大学日本語学科学生との交流】
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重慶市親善訪問団に参加して

五十嵐　博

　私は、この度、第６回友好交流都市重慶市親善訪問団の一員として、待望でありました中国に初訪問し、

大変貴重な経験と素晴らしい出会いという感動の連続の６泊７日の訪問をすることができました。また、

親善訪問団として、所期の目的を終え、全員が無事に帰水することができ、ホッとした気持でいっぱいで

あります。

　そこで、私が今回の視察で感じたこと、心が躍ったこと、学んだことなど、ありのままの気持ちを箇条

書きで表したいと思います。

 ・ 高橋市長と王副主任との予定時間をはるかに超える程の充実した対談とお土産交換、歓迎レセプション

と素晴らしい友好の表敬訪問でした。

 ・ 車中（バス）からの町並みは高層ビルだらけ、建設中の現場がやたら多く、改めて中国の経済成長の勢

いを感じました。ただ、貧困の差もかなりあるとのことでした。

 ・ 自動車、バイク、自転車や人も無限大という感じです。また、危険な横断と交通渋滞に!!!

 ・ 重慶師範大学への訪問では終始有意義な語らいで、あっという間に時間が経過してしまいました。特に、

日本語を学んでいる学生さんたちとキャンパスを歩きながらの語らいは素晴らしいひと時でありまし

た。日本語を習おうと思った理由を聞くと「日本のアニメがきっかけです。」という答えが多くありま

した。また、学生の代表が「水戸の３ぽい」のことを質問された時には大変驚きました。そして、重慶

師範大学がひとつの街となっていることにも驚きを隠せませんでした。学生たちの目はみんなキラキラ

し、笑顔で明るく、求道心に満ち溢れていたことも印象的でした。

 ・ 「中国四千年の歴史」という言葉は聞いていましたが、今回、直接、中国文明化に肌で触れ感慨深いも

のがありました。

 ・ 世界遺産（黄龍・九塞溝）のスケールの大きさと美しい風景、物凄い人数の観光客、１万人の昼食会場、

強烈な商売人の方々の印象。

 ・ 車中では、漢民族と少数民族の様々な違いや優遇政策について学ぶ事ができました。

 ・ チベット民族の結婚式に遭遇。爆竹、二人を乗せる派手な車、普段着の披露宴。

 ・ 低所得者の賃貸住宅モデルルームの見学。

 ・ ふんだんな光を使った夜景。

 ・ 中国内陸唯一の国家級開発開放新区の見学では、物凄いスケールの構想に驚嘆しました。

 ・ 行きの上海、帰りの北京は乗り換えのため空港内をひたすら歩きました。

 ・ 私たちのバスがいきなり成都駅のホームへ横付けしたのには感動しました。

　以上、順不動でありますがこれらの感想をもって、視察訪問の報告とさせていただきます。

　来年は、日中国交正常化40周年記念を迎えますが、ここに改めて金の懸け橋を築いてくださいました

先人に感謝するとともに、今後、水戸市と重慶市においても一層の友好交流が図られますことをご祈念申

し上げます。
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　最後に、視察中大変にお世話様になりました団長の高橋市長、副団長の渡辺議長をはじめ、参加されま

した市民の皆様並びに国際交流協会の皆様に対し心から感謝を申し上げます。
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友好交流都市重慶市を訪ねて

高倉　富士男

　このたび、平成23年度第６回友好交流都市重慶市親善訪問及び中国文化・行政視察団の一員として中国・

重慶市を訪問させていただきました。

　中国への訪問は今回が初めてとなりますが、重慶市の方々との友好交流を深めると共に、成長著しい中

国の現状や悠久の歴史と文化に触れることができる絶好の機会であり、期待に胸躍らせての参加となりま

した。

　重慶空港に到着し、市内中心部に向かうバスの中から初めて見た重

慶市の街並みには、正直驚きを禁じえませんでした。高層ビルやマン

ションが林立し、さながらニューヨークのマンハッタンを思わせるか

のような街並み。そして市内のいたるところに建設用の大型クレーン

が立ち並び、急ピッチで建設が進められています。それはまさに、右

肩上がりの中国経済の勢いを表す象徴のようであり、また、約3,200

万の人口を有する巨大都市重慶市の活力を目の当たりにし、圧倒され

る思いでした。

　28日の重慶市への表敬訪問を無事に終え、翌日は市内の重慶師範大学を訪問。周校長や肖副校長、そ

して日本語を学ぶ多くの学生さんの熱烈歓迎の中、学食をともにしたり、キャンパス内を共に散策したり

と、楽しく交流のひとときを過ごすことができました。日本語を学んでわずか２～３年にもかかわらず流

暢に日本語を話す学生たちの語学力や日本への関心の高さに舌を巻きつつ、様々な語らいに花が咲きまし

た。私の「なぜ日本語を学ぼうと思ったの？」との問いに、「サッカーの日本チームが好きだから。」「日

本のアニメや漫画に興味があるから。」「日本のファッションが大好きだから。」という言葉が屈託のない

笑顔とともに返ってきました。「今どきの学生らしいなぁ！」と感心しながらも、昨今の経済のグローバ

ル化やインターネットをはじめとする情報化社会の急激な進展は、中国の若者にも「生活様式と意識の変

革」を確実にもたらしていることを感じ、こうした若い世代が成長し中国社会を担うことで「新たな時代」

が創られてゆくことを予感させられました。

　明年は日中国交正常化40周年の佳節を迎えます。この40年間で、両国を取り巻く環境も大きく変化し

ました。これからも様々な変化の連続であるかもしれません。しかし、将来に亘る日中両国の健全で盤石

な平和友好・互恵関係構築のためには、今後も市民レベルでの「相互交流と相互理解」の着実な積み重ね

が不可欠であります。また、それによって築かれた強い

絆は、必ずや両国間の諸課題を克服していく力となって

いくに違いありません。そうしたことを今回の親善訪問

を通して強く感じました。

　末筆になりますが、今回の友好交流都市親善訪問にあ

たり、ご尽力いただきました両市の関係者の皆様に感謝

申し上げますとともに、各団員の皆様のご健勝、そして

両市の益々の発展を心からご祈念いたします。
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さらなる両市の交流に向けて

小川　勝夫

　このたび、第６回重慶市視察団の一員として、初めて参加し、大変貴重な経験をさせていただきました

ことに御礼申し上げます。

　さて、1997年に中国４つ目の直轄市となり、成長目覚ましい中国において、内陸、西部発展の中心的

役割を担っている重慶市は、想像以上に近代化が進んでいる大規模な都市でした。古くから山城とも言わ

れる市中心部には、所狭しと高層ビルが建ち並び、高級ホテルやブランドショップが数多く見られ、そこ

を多くの車や人が途切れることなく行き交うなど、非常に活気がありました。

　訪問初日の表敬訪問会場へは、貸切バスでの移動となりました。夕方の退勤時間と重なり大変な渋滞に

巻き込まれましたが、クラクションを盛んに鳴らし、ウインカーも出さずに強引に進路変更をするなど、

日本では想像もできない運転をすることが当たり前となっているようで、大変驚かされました。次の訪問

市の成都市でも同様でしたので、中国の運転マナーの向上を願うばかりでした。

　無事に重慶市人民政府外事僑務弁公室に到着し、重慶市関係者の皆様に迎えられ、重慶市人民政府代表

大会王副主任と高橋市長との会談が始まりました。

　会談では、重慶市の歴史や文化、経済などについて説明を受けました。５つの重慶というスローガン（健

康で元気な重慶、森と森林の重慶、住み心地の良い重慶、交通が便利な重慶、安全で人に優しい重慶）の

もとに事業を展開されているとのこと、この急激な発展の陰には、様々な問題もあることと思いましたが、

それを乗り越え、急激な発展を遂げている直轄市の行動力と経済力の凄さを認識させられました。

　また、表敬訪問とその後のレセプションを通して、僅かではありますが、昭和60年以来、諸先輩方が培っ

てこられた両市の親交をより深めることもでき、大変有意義な時間を過ごすこともできました。

　さらに、翌日に行われた重慶師範大学の学生との交流も、相互理解を深める機会として大変良い取り組

みでありましたが、私としては、重慶市の一般市民との交流ができなかったことが残念に思っております。

　また、訪問できる機会があったときには、そのような機会も設けていただき、さらなる両市の交流に少

しでもお役に立てればと考えております。

　最後になりましたが、今回ご一緒させていただきました視察団の皆様方の御健勝を祈念するとともに、

お世話になりました関係者の皆様に御礼を

申し上げまして、視察報告とさせていただ

きます。
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第6回友好交流都市重慶市親善訪問及び
中国文化・行政視察団に参加して

鈴木　秀樹

　今回はじめて重慶市親善訪問視察団に参加しましたが、中国への訪問もはじめてということもあり、期

待と不安が入り混じっての参加となりました。

　重慶市は、中国の４つの直轄市の中で一番新しく、人口規模、面積も直轄市の中で最大であり、内陸部

開発の中心として、急速な発展を遂げている大都市です。初めて見た重慶市中心部は、曇り空の下、近代

的な高層ビルが建ち並び、さらに、高層ビルの建設工事や古い建物の解体工事も盛んに行なわれており、

急速な都市整備が行われていました。また、空港から中心部に向かう途中では、植栽工事がいたるところ

で行われており、緑化事業にも積極的に取り組まれている様子が伺えました。

　重慶市には、三日間の滞在ではありましたが、初日の表敬訪問をはじめ、重慶師範大学の視察及び大学

生との交流、経済開発区や三峡博物館の視察など盛りだくさんの日程でした。

　その中では、中国の長い歴史や文化を感じさせられたり、急速な発展を遂げている中国の勢いに驚かさ

れることばかりでしたが、両市の友好親善を図るためには、お互いが理解しあうことが大切であると改め

て認識しました。それは、２日目に視察した重慶師範大学で日本語学科の学生たちとの交流した機会に感

じました。私は、高さん、李さんという学生さんと３人のグループで交流しましたが、親しみを持って接

していただき、和やかな雰囲気で学生生活、将来の夢についての話を聞いたり、日本の様子を伝えたりす

ることができ、大変良い思い出となりました。

　このような市民レベルでの交流を続けることは、良好な両国関係の構築にも繋がる大切なことであり、

団員の皆さんもそれぞれ有意義な時間を過ごされ、市民レベルでの交流の大切さを感じられたことと思っ

ています。

　また、今回の訪問では、「黄龍」や「九寨溝」の世界遺産を訪れる機会もあり、ケタ違いにスケールの

大きな自然環境に触れることができたほか、さらに、唐代の詩人杜甫の居所であった杜甫草堂や三国時代

の蜀の王、劉備玄徳と諸葛孔明を祭る武候祠など、中国の歴史、文化に触れる機会にも恵まれるなど、大

変貴重な経験をさせていただきましたことに感謝しております。

　終わりに、親切に接していただきました視

察団の皆様に心から感謝を申し上げますとと

もに、皆様の御健勝をお祈りいたしまして、

報告とさせていただきます。



資料編

世界遺産「九寨溝」



友好交流都市重慶市との交流の経緯 （平成24年２月現在）

【交流のきっかけ】

　水戸市と重慶市との交流は、昭和60年（1985）３月に、孫平化中日友好協会副会長（当時）の水戸市
への訪問がきっかけとなり始まった。訪問の折、孫平化氏は、水戸市役所敷地内で日中国交回復記念の植
樹を行った。
 また、同年５月には、つくば市にて開催中の科学技術博覧会視察のために来日中の中華全国総工会代表
団が、また胡友華氏をはじめとする中国科学技術センター訪日団一行が水戸市を訪れている。
　このような交流の中で重慶市との友好親善交流の話が進められ、水戸市の重慶市に対する友好的な考え
が胡友華氏から重慶市長へ伝えられて、同年６月には、重慶市人民政府対外事務局副主任の辛玉氏から、
佐川一信水戸市長（当時）に対して、友好親善交流の推進と訪中の誘いの書簡が届けられた。
　翌年の昭和61年（1986）５月、佐川一信水戸市長（当時）を団長とする第１回水戸市中国行政視察友
好訪中団が、北京市、重慶市、上海市を訪問した。北京市においては、中日友好協会会長の孫平化氏や北
京市人民政府を表敬訪問して友好親善を深めるとともに、重慶市においては肖秧市長ほか多くの関係者と
意見交換を行い、友好親善を深めた。一方、同年10月には、重慶市人民代表大会常務委員会副主任の白
蘭芳氏を団長とする重慶市代表団が水戸市を訪れ、白蘭芳副主任が、水戸市議会議場にて挨拶を行った。

【全国緑化フェアの成功】

　その後、両市の代表団が相互に訪問を重ねるなか、平成３年（1991）になって、翌々年に開催予定の
全国都市緑化フェアへ重慶自然博物館所蔵の恐竜化石を出展することについての要請のために、水戸市の
代表団が重慶市を訪問した。続いて平成４年（1992）には出展に関する交渉のため、そして、平成５年
には恐竜化石の梱包を確認するため、それぞれ水戸市代表団が重慶市を訪問した。一方、この間、重慶市
代表団も平成４年に２度水戸市を訪れ、平成５年（1993）には、重慶自然博物館の副館長や学芸員、更
には重慶市文化局長ほかが訪れている。こうして、重慶市人民政府や重慶自然博物館、そして中国国家文
物局の全面的な協力のもとに、水戸市が出展した「恐竜館」が多くの入場者を集め、第10回全国都市緑
化フェアの成功に大きく寄与することになった。

【活発な人的交流、そして提携への動き】

　緑化フェアの成功を経て、平成６年（1994）１月に、岡田広水戸市長（当時）を団長とする水戸市代表団が、
恐竜展への化石出展の御礼と交流を深めるため、重慶市を訪問した。
　その後、平成７年から11年にかけて、両市の間で、相互に人的な交流が進められるなか、平成11年（1999）
11月に、重慶市人民代表大会常務委員会副主任の馮克熙氏を団長とする重慶市代表団が水戸市を訪問し、
岡田広水戸市長（当時）との会談の中で、これまでの両市の交流の経緯を踏まえ、西暦2000年という節
目の年に、友好関係を提携してはどうかとの話がなされた。

【「友好交流都市」の提携】

　平成11年12月に、水戸市日中友好協会から、「重慶市と友好都市締結を求める請願書」が市議会へ提
出され、採択されるとともに、平成12年（2000）３月の市議会定例会の本会議においては、重慶市との
友好交流都市の提携についての議案が全会一致で可決される。
　このような経緯を受けて、平成12年６月に、岡田広水戸市長（当時）を団長とする重慶市友好交流都
市調印使節団71名が重慶市を訪問し、友好交流都市提携合意書の調印が行われた。

【友好都市へ向けた交流】

　友好交流都市を提携し、新しい関係を築いた両市は、友好都市の提携に向けて様々な交流を行っている。
相互訪問はさらに活発なものとなり、平成12年からこれまでに、水戸市からは６回の訪問団の派遣、重
慶市からは９回の訪問団の来水があり、両市において交流を深めた。
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　相互訪問以外の事業として、平成14年（2002）、水戸市は緑化フェア恐竜館跡地に「重慶広場」を整備し、
現在、広場は市民の憩いの場となっている。また、「中国・重慶展と国際交流のつどい」を開催、多くの
市民が参加し、重慶市への理解と関心を深めることとなった。そのほか、同年夏、北京において開催され
た日中国交正常化30周年記念日中友好交流都市中学生卓球交歓大会に水戸市・重慶市合同チームが参加
し、両市の中学生がスポーツを通し交流を深めた。
平成15年（2003）秋には、両市の小学生の絵画、書道作品を展示する「水戸・重慶友好交流都市児童書
画展覧会」が水戸市国際交流センターで開催され、多くの水戸市民の目を楽しませた。
　重慶市においては、平成16年（2004）５月に、重慶市労働人民文化宮において「重慶市と広島市及び
水戸市との友好交流展示会」が開催され、多くの重慶市民が水戸市の児童の書画作品や街の様子を伝える
写真パネルなどを通して、水戸市について理解と関心を深めている。
　平成20年（2008）には、水戸市水道部職員が、水道事情の調査を目的として重慶市等を訪問、技術部
門の交流の実現に向けて取り組んでいる。
　平成21年（2009）には、水戸市市制施行120周年を記念して、アナハイム市及び重慶市の関係者を迎
え、これからの姉妹都市交流について考えるシンポジウムを水戸市国際交流センターにおいて開催し、重
慶市側からもパネリストが参加している。シンポジウムでは、「市民主導の交流」をテーマとして、水戸市、
アナハイム市、重慶市を代表するパネリストに加え、一般の市民も交えながら、活発な議論や意見交換が
なされた。
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年 水戸市からの訪問 重慶市からの訪問

昭和60年（1985）

・孫平化中日友好協会副会長が来水。
　日中国交回復記念植樹を行う。
・中国科学技術センター訪日団が来水。
　水戸市との友好関係を望み、市長の訪中を期待する旨の文
書が届く

昭和61年（1986）・佐川市長（団長），川津議員（副団長）ほか６名が重慶市を訪問。
・白蘭芳重慶市人民代表大会常務委員会副主任（団長）ほか２
名の代表団が来水。

昭和62年（1987）・小林議員（団長）， 大野収入役（副団長）ほか４名が重慶市を訪問。

昭和63年（1988） ・楊東喬重慶市科学技術委員会主任ほか５名の代表団が来水。

平成２年（1990） ・黄梅重慶市人民代表大会常務委員会副主任ほか５名の代表
団が来水。

平成３年（1991）
・重慶市長に恐竜化石の出展を要請する
ため作山助役（団長），福島議員（副団長）
ほか３名が重慶市を訪問。

平成４年（1992）
・ 恐竜展交渉のため都市計画部長ほか１
名が重慶市を訪問。

・楊学君政治協商会議重慶市委員会副主席ほか３名の代表団
が来水。
・章必果重慶市副市長ほか３名の代表団が来水。

平成５年（1993）
・恐竜展の梱包確認のため飯村助役（団
長）ほか５名が重慶市を訪問。
・全国都市緑化いばらきフェア「恐竜展」
開催

・鍾志楷重慶自然博物館副館長ほか７名が来水。
・李華年重慶市文化局長ほか４名の代表団が来水。

平成６年（1994）・恐竜展答礼のため岡田市長（団長），綿引議長（副団長）ほか29名が重慶市を訪問。

平成７年（1995） ・劉文重慶市人民政府顧問ほか1名の代表団が来水。
・ 竇瑞華重慶市人民政府副市長ほか3名の代表団が来水。

平成８年（1996）・国際文化課長が重慶市を訪問。 ・于漢卿重慶市人民代表大会常務委員会主任ほか５名の代表
団が来水。

平成10年（1998） ・魏司鋒重慶市人民政府外事弁公室副主任ほか１名の代表団
が来水。

平成11年（1999）・小林助役（団長），森議長（副団長）ほか２名が重慶市を訪問。  
・馮克煕重慶市人民代表大会常務委員会副主任ほか３名の代
表団が来水。

平成12年（2000）
・ 岡田市長（団長），高橋議長（副団長）ほか
69名が友好交流都市調印使節団として重
慶市を訪問（第１回）。

・李学挙重慶市人民政府高級顧問（シニアアドバイザー）ほか
５名の代表団が来水。

平成13年（2001）
・企画課長補佐ほか2名が青少年交流団
派遣事業事前調査のため重慶市を訪問。 

・陳騰傑重慶市農業総合開発弁公室副主任ほか10名の農業
総合開発視察団が来水。
・陳高山重慶市人民政府外事弁公室副主任ほか６名の友好交
流団が来水。

平成14年（2002）
・友好交流都市提携1周年記念『中国・重
慶展と国際交流のつどい』を開催。 ・岡田
市長（団長）ほか40名の訪問団が重慶市
を訪問（第２回）。

・陳消重慶市人民政府外事弁公室主任ほか５名の代表団が来
水。
　重慶広場記念碑除幕・記念植樹を行う

平成15年（2003）・水戸重慶友好交流都市児童書画展覧会を開催。
・黄立沛重慶市政治協商会議副主席ほか６名の代表団が来水。

平成16年（2004）・加藤市長（団長）ほか29名の訪問団が重慶市を訪問（第３回）。
・税正寛重慶市人民代表大会副主任ほか８名の代表団が来水。

平成17年（2005）・アジア太平洋都市サミット出席のため福島議員（団長）ほか３名が重慶市を訪問。
・魏司鋒中日交流合作促進会長ほか１名の代表団が来水。

平成18年（2006）・加藤市長（団長）ほか31名の訪問団が重慶市を訪問（第４回）。
・孫賢元重慶市人民代表大会常務委員ほか７名の代表団が来
水。

平成20年（2008）・加藤市長（団長）ほか25名の訪問団が重慶市を訪問（第５回）。

平成21年（2009）
・呉昌徳重慶市政治協商会議弁公庁副庁長他６名の代表団が
来水。
・呉昌徳訪問団団長が市制施行120周年記念「国際姉妹都市
交流シンポジウム」出席

平成23年（2011）・高橋市長（団長）ほか16名の訪問団が重慶市を訪問（第６回）。
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両市の交流年表
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1　目　　的 国際交流推進事業の一つとして、友好交流都市である重慶市及び中国の主要都市へ訪

問団を派遣し、相互理解と友好親善を深め、国際的視野にたった人材の育成を目指す

とともに、市民相互の交流を促進する。

2　主　　催 水戸市・公益財団法人水戸市国際交流協会

3　期　　間 平成23年10月28日(金)～11月3日(木) (7日間)

4　訪  問  先 重慶市・九寨溝・黄龍・成都

5　募集人員 30人

 ※水戸市・水戸市議会の代表者、事務局職員、旅行会社添乗員が同行します

6　主な活動 ・重慶市及び主要都市の文化・行政視察並びに施設見学

 ・重慶市人民政府表敬訪問及び歓迎行事参加 ・市民間の交流活動など

7　事前研修(結団式) 10月14日(金)13：00～15：00　水戸市国際交流センター

8　事後研修(解団式） 11月11日(金)18：00～19：30　水戸市国際交流センター

9　応募資格 （1）本人または家族が,応募時点で水戸市に居住している方

 　　（その他協会が必要と認める方）

 （2）国際交流に関心を持ち、友好親善に努めたい方

 （3）健康で協調性に富み、実施計画に従って規律ある団体行動ができる方

 （4）事前・事後研修を含めて全日程参加できる方

 （5） 帰国後もこの経験を生かし、本市の実施する国際交流推進事業に積極的に参加

できる方
 ＊標高2,000mを超える高山での移動を予定しておりますので、高血圧・心臓等持病をお持ちの方は、
 　ご予約の前にかかりつけの医師と相談してからお申し込み下さい。

10 応募方法 募集要項と参加申込書を切り離し、参加申込書に必要事項を記入のうえ、証明写真（パ

スポートサイズ4.5×3.5cm）及びパスポートのコピー（ある方のみ、A4サイズ）を

添えて9月7日（水）～30日（金）に水戸市国際交流協会まで持参又は郵送でお申し込

みください（FAX不可）。期間内でも定員になり次第締め切ります。

 参加申込書は協会ホームページからもダウンロードできます。

 　水戸市国際交流協会（午前９時～午後９時）

 　※9/12（月）・19（月）・20（火）・23（月）・26（月）は休館

 　〒310-0024　水戸市備前町6-59　水戸市国際交流センター内

 　電話：029-221-1800　　　URL：http://www.mitoic.or.jp

11 参加費用 約245,000円（うち30,000円を協会が補助します）

 ・参加費用に含まれる主なもの

 航空運賃(エコノミークラス)及びバスなどの運賃、宿泊料金、観光料金、日程記載

の食事料金、傷害死亡・後遺傷害保険など

 ・参加費用に含まれない主なもの

 渡航手続関係諸費用、オプショナルツアー代金、個人的性質の諸費用、超過手荷物

運搬料金、一人部屋追加料金(36,000円)、ビジネスクラス追加料金(391,600円)、

海外旅行保険料(個人用任意保険)など

平成23年度 第６回友好交流都市重慶市
親善訪問及び中国文化・行政視察団派遣

募　　集　　要　　項



 ・お一人のお申し込みで相部屋希望の方は、調整が付けば相部屋となりますが、でき

ない場合はシングル利用となり追加代金(36,000円)をいただきます。

12 派遣者の取り消し ・派遣決定後であっても、応募資格の虚偽報告及び不適格と認められる行為や事実が

あった場合は資格を取り消すことがあります。その場合に発生するキャンセル料は

本人負担となります。

 ・出発後の取り消しは団長が行ないます。この場合における損害等の賠償責任は、一

切取り消された該当者本人となります。

13 取消し料 9月28日(水)以降の参加取消しについては、旅行約款に基づき該当者本人に相応の

取消し料負担が生じます。

14 そ  の  他 ・申込書に記入いただいた個人情報(氏名、住所、電話番号など)及び現地で撮影した

スナップ写真等は、申込者間との連絡や本事業における運送・宿泊機関等の提供す

るサービス手配のための手続き及び参加者等に配布する資料や報告書等に必要な範

囲内で利用いたします。

 ・本事業は、参加者の安全を最優先としますので、今後の国際情勢によっては、参加

決定後でも変更または中止する場合があります。

日次 月日(曜) 地 名 (現地時間) 交通機関 行       程 食事

1 10/28
(金)

水戸市役所発(5:00)
成田空港着(6:45)
日本(成田)(8:55)
上海経由にて
重慶着(15:20)

CA158便

水戸市役所集合,バスにて空港へ

上海経由にて重慶へ
着後:ホテルへ移動 ＜重慶泊＞

昼:機内
夕: ○

2 10/29
(土) 重慶市 専用バス

終日:重慶市表敬訪問・市内視察

＜重慶泊＞

朝: ホテル
昼: ○
夕: ○

3 10/30
(日)

重慶北駅(13:00予定)
成都東駅(15:50予定)
成都(17:00)

電 車
専用バス

電車にて成都へ
着後:成都市内視察

＜成都泊＞

朝: ホテル
昼: ○
夕: ○

4 10/31
(月)

成都空港(7:10)
九寨溝空港(7:50)
黄龍
九寨溝

専用バス
CA4483便
専用バス

国内線にて九寨溝へ
空港到着後、黄龍へ移動
黄龍視察
その後九寨溝ホテルへ

＜九寨溝泊＞

朝: ホテル
昼: ○
夕: ○

5 11/1
(火) 九寨溝 専用バス

世界遺産である九寨溝視察

＜九寨溝泊＞

朝: ホテル
昼: ○
夕: ○

6 11/2
(水)

九寨溝(午後)
九寨溝(14:10)
成都(15:00)

専 用バス
CA4482便
専用バス

空港へご案内
国内線にて成都へ
成都市内視察 ＜成都泊＞

朝: ホテル
昼: ○
夕: ○

7 11/3
(木)

成都(午前)
成都発(9:40)
上海着(12:05)
上海発(14:15)
成田空港発(18:00)
水戸着(20:30頃)

専 用 車
CA4503便

CA919便

空港へ移動
上海経由にて成田へ

空港到着後バスで水戸へ

朝: ホテル
昼:機内

利用航空会社:中国国際航空(CA) 
利用ホテル:重慶海逸酒店(重慶)、シェラトン九寨溝リゾート(九寨溝)、明悦大酒店・岷山飯店(成都)
※日程や航空会社、ホテル等は変更になる場合があります。
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第6回友好交流都市重慶市親善訪問及び
中国行政・文化視察団報告書

　　  発行日　平成24年２月

　　　　　　　公益財団法人水戸市国際交流協会
  　　水戸市備前町6-59　電話029-221-1800
※今回の報告書に関するお問合せはこちらへ
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